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【抄録】
依存症回復者による依存症のリハビリテーション施設が抱える運営の困難と課題を把握することを目的に，
関東圏の7つの依存症リハビリ施設の運営者ないしスタッフを対象としたインタビュー調査を実施した．得
られたデータを質的帰納的に分析した結果，5カテゴリとして【リハビリ施設を運営するうえでの問題】【リ
ハビリ施設設置への思いと設置・運営と地域の反応】【リハビリ施設で働くやりがいと支援のあり方】【リハ
ビリ施設を運営するうえでの今後の課題】【国および医療者への要望】が，他に23サブカテゴリ，64コードが
抽出された．【リハビリ施設を運営するうえでの問題】では，運営そのものの苦労と，マンパワーや経済的
問題，依存症者支援の困難化・複雑化と回復へのハードルの高さ等が示された．【リハビリ施設設置への思
いと設置・運営と地域の反応】では，依存症者の回復のためにリハビリ施設の必要を感じて設置したものの，
地域や行政の理解があって協力者が得られたケースとそうでないケースがあった．また【リハビリ施設で働
くやりがいと支援のあり方】では，家庭での育て直しのように支援していること，依存症者の回復を信じて
一貫した態度で関わっていることが示された．【リハビリ施設を運営するうえでの今後の課題】としては，
財源確保，「回復できない人」を理解すること，後継者の育成，依存症者のタイプやニーズごとの支援や体
制の構築，そして【国および医療者への要望】が示された．
Abstract：
This study aimed to identify the difficulties and challenges in rehabilitation institutes for addicts where 
many staff members are recovering addicts. We interviewed the manager and staff members of seven 
rehabilitation  institutes for addiction in Kanto bloc and analyzed the obtained data using qualitative 
induction. The results revealed five categories: problems in rehabilitation institute management, 
willingness to install a rehabilitation institute and the area’s reaction towards it, support practices and 
whether working in a rehabilitation institute is a worthwhile experience, the challenges of rehabilitation 
institute management, and request to the country and medical staff. Furthermore, 23 subcategories and 
64 codes were extracted. Problems in rehabilitation institute management included institute setting, 
manpower/economic matters, escalation of difficulty, complications in support, and the hurdles to recovery 
for addicts. Regarding willingness to install a rehabilitation institute and the area’s reaction towards it, the 
participants saw a rehabilitation institute as a necessity, while there were some instances where residents 
and government offices of the area understood and cooperated with the project and other instances where 
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Ⅰ . 背景
アルコール依存症をはじめとするアディクション
からの回復において，セルフヘルプグループの存在
と活動が有用であることは言及するまでもない．ま
た，セルフヘルプグループの支援や活動形態が，主
にソフト面を担うとするならば，施設というハード
面も一緒に備えもつ当事者によるリハビリテーショ
ン施設（以降，リハビリ施設とする）はソフト，ハー
ドの両面から依存症者を支援する，より強固な回復
資源といえる．アルコール依存症者への医療や支援
を振り返ると，日本で初めてアルコール依存症治療
の病棟が当時の久里浜病院（現：国立法人機構久里
浜医療センター）に開設されたのが1963（昭和38）
年である．一方で同年，高知と東京の断酒会を中心
に，全国組織である全日本断酒連盟（全断連）が設
立された．その後AAが日本で活動を始め，それ
と連携する形でアルコール依存症のリハビリ施設が
設立された1）．入所施設では清瀬市の救護施設であ
る救世軍自省館が（1977（昭和52）年），通所施設で
は三ノ輪マックが開設された（1978（昭和53）年）1,2）．
その後，マックと同様の形態をもつリハビリ施設，
当事者を運営主体者としたリハビリ施設がアルコー
ル依存症のみならず，薬物依存症をも対象として設
立されるようになり，セルフヘルプグループやリハ
ビリ施設の活動と，専門治療病棟での治療が依存症
の治療と回復の両輪となった1）．
セルフヘルプグループやリハビリ施設とその有用
性に関する公的周知が深まり，実際，アディクショ
ンからの回復において当事者が主となって運営する
リハビリ施設がいかに有効であるかは，歴史が物
語っている．たとえば川野ら3）は，男子単身アルコー
ル依存症者のための中間施設，救世軍自省館に入館
した182名を対象に予後調査を行っている．その結
果，施設入所時から調査時点までのおおむね5年間
断酒した完全断酒者が23.1％，完全断酒者と，そこ
までいかなくとも調査時の1か月前から断酒してい
た調査時断酒者7.7％を合わせた予後良好群が30.8％
であり，単身アルコール依存症者を対象とした先行
所見と比較して高率であったこと，退館後の断酒継
続者の推移は，退館後1年で半数に減り，2年以降は
漸減の傾向にあったこと，退館の仕方および退館時
の生活形態については，良好群に就労自立が特に多
いことはなく，生活保護の形態のまま退館した者も
3分の1いたこと，また不良群でも3分の1が退館時に
就労自立していたこと，良好群の方がAA参加率
は高かったこと等を報告している．よって，自省館の
ような中間施設の果たす役割は大きいと述べている．
また村木4）は，救世軍自省館でのアルコール依存
症者のリハビリテーション看護を紹介する中で，入
所者を受容することと，精神的な距離を保つこと，
入所者が選択することに責任をもたせること，入所
者の回復を信じること，スタッフ間のチームワーク
が重要であると述べている．つい必要以上に手を差
しのべたくなってしまうが，あえてやらないこと，
入所者が自分の抱えている問題を自分の問題として
捉えなくなるのを避けること，以上を要点として指
摘している．さらに坂本5）は，通所者の6-7割が生
活保護を受給してマックプログラムを受けているさ
いたまマックの支援内容と役割を，事例を通じて報
告している．そのケースは通所中院内で担当職員と
トラブルを起こし，行く場もなく病院を飛び出して
生活保護も打ち切りになったが，カプセルホテルか
らの通所を促し再度生活保護申請を支援，病院探し
と入院，入院中からのマックプログラムの再開，ア
パート契約，AAの所属グループの決定，他施設の
ミーティング参加，就職活動，アルバイト就職，住
民票取得，国民年金手続き，家族関係の調整といっ
た，長期にわたる丁寧な支援を実施したという．
しかし，このような当事者によるリハビリ施設の
立ち上げとその運営が，多くの困難を抱えながら維
they did not. As for support practices and whether working in a rehabilitation institute is a worthwhile 
experience, the staffs supported addicts in a homelike environment while showing a positive belief in their 
recovery. Finally, regarding the challenges of rehabilitation institute management, source-of-revenue 
reservation, the necessity of understanding those who cannot recover, training a successor, construction 
of institutional support matching the type and needs of users, and a request to the country and medical 
staff were shown.
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持されてきたことも想像に難くない．特に近年は，
従来からあるアルコール依存症者像，つまり酒好き
で酒をストレスの発散手段としているうちに依存症
に陥るタイプや，もともと依存症の家族歴を有する
タイプ（世代間連鎖）に加えて，発達障害やうつ病，
パーソナリティ障害，摂食障害などを重複するタイ
プが増加している．薬物依存症者も同様であり，リ
ハビリ施設に訪れる人の多様性が益々進んでいる．
こうした中で，運営者がたとえ当事者としての知恵
や経験をもっていたとしても，医療機関が有する武
器，たとえば薬物療法や医療行為に頼らずに，困難
事例に適切に対処していくことは容易でないと推察
される．たとえば高澤ら6）は，みのわマックの実践
報告を発表している．マックプログラムを基盤とし
て支援を展開する中で，そもそもこのプログラムは
「状況的に底をついてはいるが，反発するパワーを
もった中年の単身男性」を想定して組み立てられた
こと，しかし現在は女性・若年のアルコール依存症
者，精神障害・発達障害等の重複障害者，アルコー
ル以外のアディクション合併者などが当たり前と
なっており，マックプログラムをそのまま適用でき
なくなってきたことを述べている．そして多様化す
る利用者への対応，研修・啓発活動の実施，福祉施
策の変化への対応などが重なってスタッフの業務は
質・量ともに負担を増していること，みのわマック
では「ホームグループとスポンサーを見つけて卒業
する」という回復の知恵を長年大切にしてきたが，
近年はそれらも徐々に崩れてきていることを報告し
ている．
以上の背景と現状を踏まえ，本研究では，依存症
回復者による依存症のリハビリ施設が抱える運営の
困難と課題について，その概要を把握することを目
的とした．
Ⅱ . 方法
1．対象者
当事者スタッフを有するアルコール・薬物依存症
のリハビリ施設，7施設（関東圏）のキャリア5年以
上の運営者ないしスタッフとした．
2．調査方法
インタビュー調査を実施した（調査期間 :	2009年
7月 -2010年2月）．インタビュー時間は90分から120
分で，半構造化面接とした．インタビュー調査の場
所は対象者が希望する場とし，本人の了解を得てイ
ンタビュー内容を IC レコーダーに録音し，その後，
逐語録を起こした．インタビューガイドは，以下の
7設問を用意した．①施設を立ち上げてからこれま
での歴史，②その間の，施設運営上困難だったこと，
③それらの困難を乗り越えることを可能としたきっ
かけやサポート，④施設運営に関わるうえでの喜び
ややりがい，⑤依存症について考えること，⑥施設
の今後の課題，⑦その他．
3．分析方法
質的帰納的分析を行った．具体的には，逐語録の
内容を意味あるものごとに切片化し，それに適切な
コード名を付与した．さらに共通したコードを集約
してサブカテゴリ化を行い，さらに抽象度を上げて
カテゴリ化を図った．
4．倫理的配慮
施設長および対象者に，本研究概要を文書及び口
頭で説明し，研究実施の承認を文書にて得た．その
際には，調査への協力は本人の自由意思によること，
協力同意をした後でもそれを撤回することが可能で
あること，協力しないことや撤回による不利益は一
切ないこと，さらに守秘義務の遵守と個人の非特定
化，インタビュー内容（データ）は研究発表等を終
えた時点で破棄すること等の倫理的事項について，
書面をもって十分説明した．
Ⅲ . 結果
対象施設はアルコール依存症者を主対象とする施
設が3施設，薬物依存症者を対象とする施設が3施設，
アルコール・薬物に限定せずに広くアディクション
を抱えた人を主対象とする施設が1施設であった．
このうち3施設が女性依存症者のみを対象としてい
た．インタビュー対象者は1施設1名の合計7名であっ
た．逐語録のデータを質的帰納的に分析した結果，5
カテゴリ（【】で示す）として【リハビリ施設を運
営するうえでの問題】，【リハビリ施設設置への思い
と設置・運営と地域の反応】，【リハビリ施設で働く
やりがいと支援のあり方】，【リハビリ施設を運営す
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るうえでの今後の課題】，【国および医療者への要
望】と，23サブカテゴリ，64コードに集約された．こ
れに加えて代表的なコメントも含めたデータをカテ
ゴリごとに表1-1，表1-2，表1-3，表2，表3，表4，
表5に示す．
カテゴリとサブカテゴリ（＜＞で示す）の内訳は，
以下のとおりである．【リハビリ施設を運営するう
えでの問題】は10サブカテゴリから構成され，＜自
分の運営能力について悩んだ＞ことや＜施設運営上，
書類作成，スタッフの健康管理，人間関係，スタッ
フの育成などが大変＞だったこと，＜困難事例や多
忙でスタッフが疲弊する＞こと，＜必要とする人数
に対してリハビリ施設の数が少ない＞こと，＜支援
の内容・期間・問題は様々で，依存症者ごとに個別
性がある＞こと，利用者は＜リハビリ施設を修了し
てもなかなか社会に戻れない＞こと，＜困難事例や
要支援者が増加しており，フォローが難しい＞こと，
＜スタッフが当事者，非当事者であるがゆえの困難
と葛藤など＞，さらに＜助成金確保が難しくスタッ
フの給料が安い＞こと，＜昔に比べ，依存症者の状
況やニーズが変化している＞ことが語られ，施設運
営そのものの苦労と，マンパワーや経済的問題，依
存症者支援の困難化・複雑化と回復へのハードルの
高さ等が示された（表1-1，表1-2，表1-3）．
【リハビリ施設設置への思いと設置・運営と地域
の反応】は3サブカテゴリから構成され，＜当事者
としての経験を生かして依存症者を支援したい＞と
いう気持から＜依存症者の回復のためにリハビリ施
設の必要を感じて設置した＞ところ，＜リハビリ施
設の設置・運営に地域や行政の理解があり，協力者
が得られた，得られなかった＞ケースの両者があっ
たことが示された（表2）．
【リハビリ施設で働くやりがいと支援のあり方】
は3サブカテゴリから構成され，＜依存症者の回復や
成長がやりがいになっている＞こと，＜育て直しを
通じて地域定着と就労を支援している＞こと，＜支
援者として依存症者の回復を信じて一貫した態度で
関わっている＞ことが示された（表3）．
【リハビリ施設を運営するうえでの今後の課題】
は4サブカテゴリから構成され，＜運営は公的な助
成金等で賄っているのでそれも含めた財源確保が課
題＞であることや＜回復支援において「回復できな
い人」を理解すること＞，＜人を育成する＞ことや
＜依存症者のタイプやニーズごとの支援や体制＞の
構築が必要であることが示された（表4）．
最後に【国および医療者への要望】は3サブカテ
ゴリから構成され，＜国や社会への要望＞と，＜医
療者や支援者等はアディクションについてもっと学
ぶべき＞であることと＜看護師には病院と異なる大
変さがあろうが，依存症者を特別扱いせず普通に接
して欲しい＞ことがあげられた（表5）．
Ⅳ .	考察
リハビリ施設の運営上の問題として，運営能力や
スタッフが当事者であるがゆえの葛藤，経済的問題
等の施設運営そのものの苦労と，要支援者や困難事
例の増加の一方でリハビリ施設数が少なく，かつ多
忙によるスタッフの疲弊の問題，依存症者支援の困
難化・複雑化とマンパワーの問題，入所者の回復や
社会復帰の難しさ等が示された．これらはそのまま
施設運営の困難と解釈でき，新規性の高い内容とし
ては，運営能力やスタッフが当事者，非当事者であ
るがゆえの葛藤や，依存症者支援の困難化・複雑化
があげられる．またリハビリ施設で働くやりがいと
支援のあり方としては，依存症者の回復や成長がや
りがいとなっていること，育て直しのような根本的
な心理的支援をしていること，依存症者の回復を信
じて一貫した態度で関わっていることが示された．
困難事例の増加や求められる支援の多様化によって
スタッフが疲弊していることを鑑みると，やりがい
を得て上述したような望ましい支援を維持すること
は現状困難であり，その打破が大きな課題といえる．
加えて運営するうえでの課題として財源確保や後継
者育成，依存症者のタイプやニーズ別の支援や体制
の構築が示された．施設を多様化させるという課題
は，特に新規性が高い．以下，リハビリ施設が抱え
る運営の困難と課題についてカテゴリごとに考察す
る．
1.【リハビリ施設を運営するうえでの問題】
本結果からは，運営能力の悩みや施設運営そのも
のの苦労と，入所希望者に対する受け入れ施設の少
なさや困難事例の増加によるマンパワー不足のこと，
資金獲得やスタッフの給与の低さに代表される経済
的なこと，依存症者支援の困難化・複雑化と，回復
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し
て
た
と
思
う
．
・
A
A
の
雰
囲
気
を
そ
の
ま
ま
施
設
に
も
っ
て
き
て
，
上
手
く
い
く
分
と
い
か
な
い
分
，
組
織
で
動
か
な
か
き
ゃ
い
け
な
い
部
分
と
，
自
助
グ
ル
ー
プ
と
違
う
と
こ
ろ
が
あ
る
か
ら
そ
の
辺
の
こ
と
が
苦
し
か
っ
た
ん
だ
と
思
う
．
・
通
所
者
の
方
と
も
関
わ
ら
な
く
て
は
い
け
な
い
け
ど
，
運
営
に
対
す
る
こ
と
の
悩
み
の
方
が
抜
け
な
い
．
・
書
類
1個
作
る
の
も
A
A
の
メ
ン
バ
ー
が
や
っ
て
る
か
ら
慣
れ
て
な
い
の
で
大
変
だ
っ
た
．
書
類
や
要
望
書
の
作
成
が
得
意
な
人
は
い
な
か
っ
た
か
ら
．
・
定
年
退
職
後
に
来
て
く
れ
た
ス
タ
ッ
フ
は
疲
れ
方
が
違
う
み
た
い
で
，
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
調
整
と
か
難
し
い
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
．
定
員
割
れ
の
リ
ス
ク
も
あ
っ
た
・
当
初
は
定
員
割
れ
と
い
う
運
営
上
の
問
題
も
孕
ん
だ
．
・
女
性
の
依
存
症
と
関
わ
る
時
は
，
ス
タ
ッ
フ
の
健
康
を
ど
う
や
っ
て
守
る
の
か
が
課
題
だ
っ
た
．
・
利
用
者
か
ら
も
ら
っ
て
る
お
金
か
ら
施
設
の
家
賃
を
払
い
，
自
分
達
の
休
憩
場
所
は
近
く
に
ア
パ
ー
ト
借
り
て
交
代
で
休
憩
し
て
い
る
．
・
私
も
体
調
が
ち
ょ
っ
と
変
．
施
設
が
生
き
残
る
た
め
の
方
策
を
考
え
る
・
民
間
の
施
設
で
す
か
ら
生
き
残
り
の
視
点
も
考
え
た
．
・
ス
タ
ッ
フ
間
の
調
整
が
ス
ト
レ
ス
溜
ま
っ
て
苦
し
か
っ
た
．
通
所
の
仲
間
と
の
関
わ
り
よ
り
職
場
の
人
間
関
係
が
一
番
き
つ
か
っ
た
．
・
ス
タ
ッ
フ
の
人
間
関
係
も
大
変
で
し
た
．
・
自
助
グ
ル
ー
プ
と
施
設
で
一
緒
に
や
っ
て
み
る
と
他
施
設
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
っ
た
り
，
そ
れ
に
み
ん
な
苛
々
し
た
と
思
う
．
施
設
間
，
ス
タ
ッ
フ
間
で
ま
ま
な
ら
な
い
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
．
・
今
の
運
営
委
員
会
を
見
て
る
と
当
事
者
じ
ゃ
な
い
方
達
は
穏
や
か
，
カ
ッ
カ
し
な
い
，
安
定
し
て
い
る
よ
う
な
気
が
す
る
．
依
存
症
の
人
達
は
腹
に
一
物
あ
り
そ
う
な
雰
囲
気
を
出
す
，
私
も
含
め
て
で
す
け
ど
．
・
課
題
は
，
後
か
ら
来
る
人
を
育
て
ら
れ
な
い
こ
と
．
・
修
了
者
を
ス
タ
ッ
フ
と
い
う
か
お
手
伝
い
で
，
ス
タ
ッ
フ
候
補
に
し
て
る
ん
だ
け
ど
，
な
か
な
か
こ
の
仕
事
っ
て
難
し
く
て
．
・
退
職
理
由
は
私
自
身
が
信
念
を
見
失
っ
て
る
と
こ
ろ
が
あ
る
か
ら
．
や
り
す
ぎ
ち
ゃ
っ
た
，
ち
ょ
っ
と
疲
れ
て
る
の
か
も
し
れ
な
い
．
・
困
難
な
ケ
ー
ス
に
遭
遇
す
る
と
ス
タ
ッ
フ
が
燃
え
尽
き
て
し
ま
う
．
こ
の
頃
，
入
寮
者
が
少
な
く
て
困
っ
た
と
思
っ
て
る
が
，
ス
タ
ッ
フ
の
健
康
状
態
を
考
え
る
と
冒
険
で
き
な
い
．
（健
康
を
崩
す
と
）ダ
ル
ク
を
辞
め
た
後
ま
で
残
っ
ち
ゃ
う
ん
で
．
・
や
っ
ぱ
り
疲
れ
ち
ゃ
っ
た
ん
で
し
ょ
う
．
1人
減
り
，
2人
減
り
っ
て
離
れ
て
い
っ
た
．
こ
う
い
う
こ
と
始
め
た
か
ら
こ
そ
ギ
ク
シ
ャ
ク
し
ち
ゃ
っ
た
．
・
一
番
大
変
だ
っ
た
こ
と
は
年
中
．
自
分
の
自
律
神
経
の
こ
と
も
医
師
に
「こ
の
仕
事
辞
め
な
き
ゃ
治
ら
な
い
で
す
よ
」っ
て
い
わ
れ
る
く
ら
い
，
毎
日
大
変
．
・
ス
タ
ッ
フ
は
常
勤
が
2名
，
非
常
勤
が
3名
で
す
．
当
事
者
，
薬
物
依
存
の
本
人
が
3名
で
す
．
少
な
い
と
思
う
ん
で
す
け
ど
．
・
入
寮
は
誰
で
も
入
れ
る
わ
け
で
は
な
い
，
張
り
切
っ
て
い
た
ス
タ
ッ
フ
が
傷
つ
い
ち
ゃ
う
．
そ
れ
で
昔
よ
り
も
入
れ
な
く
な
っ
て
困
っ
た
と
思
っ
て
る
．
そ
こ
そ
こ
で
き
る
人
し
か
入
れ
ら
れ
な
い
．
・
も
う
別
の
仕
事
し
た
い
ん
で
す
(笑
)．
○
○
さ
ん
は
力
が
あ
る
か
ら
平
気
だ
け
ど
，
あ
た
し
ヘ
ド
が
で
そ
う
．
大
体
わ
か
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
．
今
会
っ
て
も
こ
の
人
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
と
か
．
(利
用
者
)み
ん
な
が
色
々
い
う
か
ら
相
当
傷
つ
く
．
相
当
傷
つ
き
過
ぎ
た
．
・
女
性
の
場
合
は
自
殺
未
遂
や
自
傷
が
多
い
の
で
死
な
れ
た
り
す
る
し
，
死
ぬ
死
な
な
い
の
関
わ
り
も
あ
る
の
で
一
緒
に
い
る
だ
け
で
が
っ
く
り
疲
れ
ち
ゃ
う
．
ス
タ
ッ
フ
の
消
耗
度
合
い
っ
て
い
う
の
は
半
端
じ
ゃ
な
い
で
す
．
・
自
殺
者
の
家
族
が
責
任
を
押
し
つ
け
る
こ
と
は
あ
ま
り
な
い
け
ど
，
(自
殺
と
い
う
結
果
は
)説
明
が
つ
か
な
い
．
ス
タ
ッ
フ
１
人
で
家
族
と
話
す
と
そ
の
あ
と
抑
う
つ
状
態
に
な
っ
た
り
す
る
．
ほ
ん
と
は
ダ
ル
ク
が
抱
え
ち
ゃ
い
け
な
い
よ
う
な
重
い
人
も
抱
え
て
る
か
ら
．
・
重
い
人
が
施
設
内
で
自
殺
を
す
る
よ
う
な
こ
と
が
起
き
て
，
ス
タ
ッ
フ
が
PT
SD
と
か
う
つ
状
態
っ
て
い
う
よ
う
な
こ
と
が
起
き
る
の
で
，
そ
れ
は
と
て
も
大
き
い
問
題
で
す
．
・
ダ
ル
ク
の
ス
タ
ッ
フ
は
自
殺
者
が
出
る
と
自
分
を
責
め
る
し
，
家
族
に
対
し
て
申
し
訳
な
さ
が
あ
り
ま
す
．
・
ス
タ
ッ
フ
が
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
休
ん
で
い
る
の
は
疲
れ
ち
ゃ
う
か
ら
．
・
ダ
ル
ク
は
薬
物
依
存
症
，
自
殺
が
多
い
．
だ
か
ら
ス
タ
ッ
フ
は
自
殺
者
と
何
人
も
出
会
っ
て
し
ま
う
．
(遺
体
の
）後
片
付
け
す
る
と
か
．
み
ん
な
２
～
３
人
は
必
ず
降
ろ
し
た
り
し
て
ま
す
．
だ
か
ら
み
ん
な
傷
に
な
っ
て
る
．
・
悲
し
ん
じ
ゃ
い
け
な
い
と
か
，
い
つ
も
張
り
切
っ
て
い
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
と
か
思
っ
て
る
け
ど
，
そ
れ
だ
と
ス
タ
ッ
フ
す
ご
く
疲
れ
ち
ゃ
う
．
ち
ょ
っ
と
悲
し
い
ぐ
ら
い
で
ち
ょ
う
ど
よ
い
っ
て
，
声
も
小
さ
く
て
い
い
ん
だ
よ
っ
て
い
っ
て
い
る
．
表
1-
1.
リ
ハ
ビ
リ
施
設
を
運
営
す
る
う
え
で
の
問
題
（
カ
テ
ゴ
リ
）
自
分
の
運
営
能
力
に
つ
い
て
悩
ん
だ
施
設
運
営
の
難
し
さ
が
悩
み
や
苦
し
さ
に
な
る
施
設
運
営
上
，
書
類
作
成
，
ス
タ
ッ
フ
の
健
康
管
理
，
人
間
関
係
，
ス
タ
ッ
フ
の
育
成
な
ど
が
大
変
勤
務
調
整
や
書
類
作
成
な
ど
の
事
務
作
業
が
大
変
利
用
者
支
援
に
は
ス
タ
ッ
フ
の
心
身
の
健
康
管
理
が
大
切
ス
タ
ッ
フ
間
の
人
間
関
係
は
大
変
ス
タ
ッ
フ
を
育
て
る
の
が
課
題
だ
が
な
か
な
か
育
た
な
い
ス
タ
ッ
フ
の
人
数
が
少
な
く
て
年
中
大
変 張
り
切
っ
て
い
た
ス
タ
ッ
フ
が
傷
つ
く
利
用
者
の
自
殺
に
よ
り
ス
タ
ッ
フ
が
PT
SD
や
う
つ
に
な
り
疲
弊
し
て
し
ま
う
困
難
事
例
や
多
忙
で
ス
タ
ッ
フ
が
疲
弊
す
る
ス
タ
ッ
フ
が
疲
れ
て
離
職
す
る
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サ
ブ
カ
テ
ゴ
リ
（
計
10
）
コ
ー
ド
（
計
31
）
代
表
的
な
コ
メ
ン
ト
運
営
に
あ
た
っ
て
能
力
不
足
と
悩
ん
だ
が
あ
り
の
ま
ま
で
や
れ
た
・
自
分
の
未
熟
さ
に
苦
し
ん
だ
時
期
が
あ
っ
た
．
で
も
，
離
れ
て
み
た
時
に
あ
り
の
ま
ま
で
い
い
ん
だ
っ
て
わ
か
っ
た
．
そ
れ
が
最
中
だ
と
見
え
な
く
な
っ
て
頑
張
っ
ち
ゃ
っ
た
り
と
か
，
落
ち
込
ん
だ
り
う
つ
っ
ぽ
く
な
っ
た
り
と
か
し
て
た
ん
だ
と
思
う
．
自
分
だ
け
が
空
回
り
し
て
た
と
思
う
．
・
A
A
の
雰
囲
気
を
そ
の
ま
ま
施
設
に
も
っ
て
き
て
，
上
手
く
い
く
分
と
い
か
な
い
分
，
組
織
で
動
か
な
か
き
ゃ
い
け
な
い
部
分
と
，
自
助
グ
ル
ー
プ
と
違
う
と
こ
ろ
が
あ
る
か
ら
そ
の
辺
の
こ
と
が
苦
し
か
っ
た
ん
だ
と
思
う
．
・
通
所
者
の
方
と
も
関
わ
ら
な
く
て
は
い
け
な
い
け
ど
，
運
営
に
対
す
る
こ
と
の
悩
み
の
方
が
抜
け
な
い
．
・
書
類
1個
作
る
の
も
A
A
の
メ
ン
バ
ー
が
や
っ
て
る
か
ら
慣
れ
て
な
い
の
で
大
変
だ
っ
た
．
書
類
や
要
望
書
の
作
成
が
得
意
な
人
は
い
な
か
っ
た
か
ら
．
・
定
年
退
職
後
に
来
て
く
れ
た
ス
タ
ッ
フ
は
疲
れ
方
が
違
う
み
た
い
で
，
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
調
整
と
か
難
し
い
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
．
定
員
割
れ
の
リ
ス
ク
も
あ
っ
た
・
当
初
は
定
員
割
れ
と
い
う
運
営
上
の
問
題
も
孕
ん
だ
．
・
女
性
の
依
存
症
と
関
わ
る
時
は
，
ス
タ
ッ
フ
の
健
康
を
ど
う
や
っ
て
守
る
の
か
が
課
題
だ
っ
た
．
・
利
用
者
か
ら
も
ら
っ
て
る
お
金
か
ら
施
設
の
家
賃
を
払
い
，
自
分
達
の
休
憩
場
所
は
近
く
に
ア
パ
ー
ト
借
り
て
交
代
で
休
憩
し
て
い
る
．
・
私
も
体
調
が
ち
ょ
っ
と
変
．
施
設
が
生
き
残
る
た
め
の
方
策
を
考
え
る
・
民
間
の
施
設
で
す
か
ら
生
き
残
り
の
視
点
も
考
え
た
．
・
ス
タ
ッ
フ
間
の
調
整
が
ス
ト
レ
ス
溜
ま
っ
て
苦
し
か
っ
た
．
通
所
の
仲
間
と
の
関
わ
り
よ
り
職
場
の
人
間
関
係
が
一
番
き
つ
か
っ
た
．
・
ス
タ
ッ
フ
の
人
間
関
係
も
大
変
で
し
た
．
・
自
助
グ
ル
ー
プ
と
施
設
で
一
緒
に
や
っ
て
み
る
と
他
施
設
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
っ
た
り
，
そ
れ
に
み
ん
な
苛
々
し
た
と
思
う
．
施
設
間
，
ス
タ
ッ
フ
間
で
ま
ま
な
ら
な
い
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
．
・
今
の
運
営
委
員
会
を
見
て
る
と
当
事
者
じ
ゃ
な
い
方
達
は
穏
や
か
，
カ
ッ
カ
し
な
い
，
安
定
し
て
い
る
よ
う
な
気
が
す
る
．
依
存
症
の
人
達
は
腹
に
一
物
あ
り
そ
う
な
雰
囲
気
を
出
す
，
私
も
含
め
て
で
す
け
ど
．
・
課
題
は
，
後
か
ら
来
る
人
を
育
て
ら
れ
な
い
こ
と
．
・
修
了
者
を
ス
タ
ッ
フ
と
い
う
か
お
手
伝
い
で
，
ス
タ
ッ
フ
候
補
に
し
て
る
ん
だ
け
ど
，
な
か
な
か
こ
の
仕
事
っ
て
難
し
く
て
．
・
退
職
理
由
は
私
自
身
が
信
念
を
見
失
っ
て
る
と
こ
ろ
が
あ
る
か
ら
．
や
り
す
ぎ
ち
ゃ
っ
た
，
ち
ょ
っ
と
疲
れ
て
る
の
か
も
し
れ
な
い
．
・
困
難
な
ケ
ー
ス
に
遭
遇
す
る
と
ス
タ
ッ
フ
が
燃
え
尽
き
て
し
ま
う
．
こ
の
頃
，
入
寮
者
が
少
な
く
て
困
っ
た
と
思
っ
て
る
が
，
ス
タ
ッ
フ
の
健
康
状
態
を
考
え
る
と
冒
険
で
き
な
い
．
（健
康
を
崩
す
と
）ダ
ル
ク
を
辞
め
た
後
ま
で
残
っ
ち
ゃ
う
ん
で
．
・
や
っ
ぱ
り
疲
れ
ち
ゃ
っ
た
ん
で
し
ょ
う
．
1人
減
り
，
2人
減
り
っ
て
離
れ
て
い
っ
た
．
こ
う
い
う
こ
と
始
め
た
か
ら
こ
そ
ギ
ク
シ
ャ
ク
し
ち
ゃ
っ
た
．
・
一
番
大
変
だ
っ
た
こ
と
は
年
中
．
自
分
の
自
律
神
経
の
こ
と
も
医
師
に
「こ
の
仕
事
辞
め
な
き
ゃ
治
ら
な
い
で
す
よ
」っ
て
い
わ
れ
る
く
ら
い
，
毎
日
大
変
．
・
ス
タ
ッ
フ
は
常
勤
が
2名
，
非
常
勤
が
3名
で
す
．
当
事
者
，
薬
物
依
存
の
本
人
が
3名
で
す
．
少
な
い
と
思
う
ん
で
す
け
ど
．
・
入
寮
は
誰
で
も
入
れ
る
わ
け
で
は
な
い
，
張
り
切
っ
て
い
た
ス
タ
ッ
フ
が
傷
つ
い
ち
ゃ
う
．
そ
れ
で
昔
よ
り
も
入
れ
な
く
な
っ
て
困
っ
た
と
思
っ
て
る
．
そ
こ
そ
こ
で
き
る
人
し
か
入
れ
ら
れ
な
い
．
・
も
う
別
の
仕
事
し
た
い
ん
で
す
(笑
)．
○
○
さ
ん
は
力
が
あ
る
か
ら
平
気
だ
け
ど
，
あ
た
し
ヘ
ド
が
で
そ
う
．
大
体
わ
か
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
．
今
会
っ
て
も
こ
の
人
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
と
か
．
(利
用
者
)み
ん
な
が
色
々
い
う
か
ら
相
当
傷
つ
く
．
相
当
傷
つ
き
過
ぎ
た
．
・
女
性
の
場
合
は
自
殺
未
遂
や
自
傷
が
多
い
の
で
死
な
れ
た
り
す
る
し
，
死
ぬ
死
な
な
い
の
関
わ
り
も
あ
る
の
で
一
緒
に
い
る
だ
け
で
が
っ
く
り
疲
れ
ち
ゃ
う
．
ス
タ
ッ
フ
の
消
耗
度
合
い
っ
て
い
う
の
は
半
端
じ
ゃ
な
い
で
す
．
・
自
殺
者
の
家
族
が
責
任
を
押
し
つ
け
る
こ
と
は
あ
ま
り
な
い
け
ど
，
(自
殺
と
い
う
結
果
は
)説
明
が
つ
か
な
い
．
ス
タ
ッ
フ
１
人
で
家
族
と
話
す
と
そ
の
あ
と
抑
う
つ
状
態
に
な
っ
た
り
す
る
．
ほ
ん
と
は
ダ
ル
ク
が
抱
え
ち
ゃ
い
け
な
い
よ
う
な
重
い
人
も
抱
え
て
る
か
ら
．
・
重
い
人
が
施
設
内
で
自
殺
を
す
る
よ
う
な
こ
と
が
起
き
て
，
ス
タ
ッ
フ
が
PT
SD
と
か
う
つ
状
態
っ
て
い
う
よ
う
な
こ
と
が
起
き
る
の
で
，
そ
れ
は
と
て
も
大
き
い
問
題
で
す
．
・
ダ
ル
ク
の
ス
タ
ッ
フ
は
自
殺
者
が
出
る
と
自
分
を
責
め
る
し
，
家
族
に
対
し
て
申
し
訳
な
さ
が
あ
り
ま
す
．
・
ス
タ
ッ
フ
が
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
休
ん
で
い
る
の
は
疲
れ
ち
ゃ
う
か
ら
．
・
ダ
ル
ク
は
薬
物
依
存
症
，
自
殺
が
多
い
．
だ
か
ら
ス
タ
ッ
フ
は
自
殺
者
と
何
人
も
出
会
っ
て
し
ま
う
．
(遺
体
の
）後
片
付
け
す
る
と
か
．
み
ん
な
２
～
３
人
は
必
ず
降
ろ
し
た
り
し
て
ま
す
．
だ
か
ら
み
ん
な
傷
に
な
っ
て
る
．
・
悲
し
ん
じ
ゃ
い
け
な
い
と
か
，
い
つ
も
張
り
切
っ
て
い
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
と
か
思
っ
て
る
け
ど
，
そ
れ
だ
と
ス
タ
ッ
フ
す
ご
く
疲
れ
ち
ゃ
う
．
ち
ょ
っ
と
悲
し
い
ぐ
ら
い
で
ち
ょ
う
ど
よ
い
っ
て
，
声
も
小
さ
く
て
い
い
ん
だ
よ
っ
て
い
っ
て
い
る
．
表
1-
1.
リ
ハ
ビ
リ
施
設
を
運
営
す
る
う
え
で
の
問
題
（
カ
テ
ゴ
リ
）
自
分
の
運
営
能
力
に
つ
い
て
悩
ん
だ
施
設
運
営
の
難
し
さ
が
悩
み
や
苦
し
さ
に
な
る
施
設
運
営
上
，
書
類
作
成
，
ス
タ
ッ
フ
の
健
康
管
理
，
人
間
関
係
，
ス
タ
ッ
フ
の
育
成
な
ど
が
大
変
勤
務
調
整
や
書
類
作
成
な
ど
の
事
務
作
業
が
大
変
利
用
者
支
援
に
は
ス
タ
ッ
フ
の
心
身
の
健
康
管
理
が
大
切
ス
タ
ッ
フ
間
の
人
間
関
係
は
大
変
ス
タ
ッ
フ
を
育
て
る
の
が
課
題
だ
が
な
か
な
か
育
た
な
い
ス
タ
ッ
フ
の
人
数
が
少
な
く
て
年
中
大
変 張
り
切
っ
て
い
た
ス
タ
ッ
フ
が
傷
つ
く
利
用
者
の
自
殺
に
よ
り
ス
タ
ッ
フ
が
PT
SD
や
う
つ
に
な
り
疲
弊
し
て
し
ま
う
困
難
事
例
や
多
忙
で
ス
タ
ッ
フ
が
疲
弊
す
る
ス
タ
ッ
フ
が
疲
れ
て
離
職
す
る
サ
ブ
カ
テ
ゴ
リ
コ
ー
ド
代
表
的
な
コ
メ
ン
ト
・
そ
の
人
に
合
っ
た
回
復
の
場
所
が
あ
る
．
そ
れ
を
見
つ
け
て
あ
げ
る
の
が
こ
っ
ち
の
仕
事
な
ん
で
し
ょ
う
け
ど
ね
．
当
て
は
め
る
ん
じ
ゃ
な
く
て
．
・
発
達
障
害
と
か
が
多
い
ん
で
，
結
局
入
っ
て
も
み
ん
な
と
上
手
く
や
っ
て
い
け
な
い
．
そ
う
す
る
と
他
の
施
設
に
も
紹
介
で
き
な
い
．
福
祉
と
か
病
院
で
な
ん
と
か
入
れ
て
く
れ
っ
て
い
っ
て
も
結
局
1週
間
で
無
理
．
そ
う
い
う
施
設
が
な
く
，
入
れ
て
あ
げ
た
く
て
も
既
に
そ
う
い
う
人
が
多
く
い
る
か
ら
，
(受
け
入
れ
ら
れ
ず
)ど
う
し
よ
う
っ
て
．
・
ダ
ル
ク
は
今
，
10
人
い
た
ら
5人
は
統
合
失
調
症
．
人
が
い
な
い
か
ら
受
け
入
れ
ざ
る
を
得
な
い
．
・
地
方
か
ら
東
京
に
来
た
女
性
が
ア
ル
コ
ー
ル
と
摂
食
障
害
を
も
っ
て
い
て
何
と
か
し
て
あ
げ
た
く
て
，
ち
ょ
う
ど
1つ
部
屋
が
空
い
て
い
た
か
ら
「じ
ゃ
あ
こ
こ
で
や
っ
て
い
か
な
い
」と
い
う
こ
と
で
，
う
ち
で
面
倒
見
て
ま
す
．
・
覚
醒
剤
を
使
っ
て
い
る
/い
た
人
は
病
院
で
は
受
け
入
れ
て
く
れ
な
い
．
受
け
入
れ
先
が
ダ
ル
ク
に
な
る
．
受
け
入
れ
た
が
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
失
敗
が
あ
る
．
・
A
A
な
ら
全
部
が
き
ち
っ
と
や
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
．
12
の
ス
テ
ッ
プ
を
使
う
人
は
少
な
い
．
だ
か
ら
行
か
せ
ら
れ
る
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
場
が
本
当
に
少
な
い
で
す
よ
．
・
少
し
ず
つ
重
い
方
が
入
る
よ
う
に
な
り
つ
つ
あ
っ
た
の
が
，
８
ヶ
月
と
い
う
期
限
を
切
っ
て
い
た
関
係
で
準
備
も
何
も
で
き
な
く
て
も
，
８
ヶ
月
経
っ
た
ら
み
ん
な
出
な
く
て
は
な
ら
な
い
形
に
な
っ
て
い
る
．
８
ヶ
月
の
期
限
は
実
態
に
合
わ
な
い
た
め
問
題
も
あ
る
．
・
今
来
て
る
子
が
1年
経
っ
て
も
2年
経
っ
て
も
変
わ
ら
ず
お
か
し
い
と
思
っ
て
い
た
ら
，
先
生
か
ら
発
達
障
害
と
い
わ
れ
た
．
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
の
訓
練
所
に
出
そ
う
か
と
思
っ
て
い
る
が
な
か
な
か
な
い
．
若
年
認
知
症
の
子
も
い
る
．
・
他
に
比
べ
る
と
大
所
帯
で
す
．
こ
の
部
屋
も
す
ぐ
い
っ
ぱ
い
に
な
る
．
・
定
員
割
れ
す
る
こ
と
は
今
は
全
く
な
い
．
以
前
は
酷
い
と
き
で
30
台
ま
で
落
ち
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
今
は
な
い
．
・
自
立
支
援
法
が
で
き
て
全
国
で
10
00
く
ら
い
の
小
さ
な
作
業
所
が
潰
れ
た
．
今
は
50
00
く
ら
い
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
．
・
女
性
は
苦
痛
が
身
体
化
す
る
か
ら
，
身
体
の
あ
っ
ち
が
痛
い
こ
っ
ち
が
痛
い
と
訴
え
る
の
で
介
入
し
や
す
い
が
，
男
性
は
な
か
な
か
い
わ
な
い
．
酒
を
飲
む
だ
け
．
だ
か
ら
ず
っ
と
あ
の
人
は
や
め
な
い
，
っ
て
感
じ
に
な
る
．
・
女
性
は
問
題
が
見
え
や
す
い
が
，
男
性
は
見
え
に
く
い
．
・
一
般
的
に
い
う
円
満
退
寮
は
こ
っ
ち
が
「そ
ろ
そ
ろ
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
」っ
て
い
う
ま
で
大
体
2年
．
・
通
所
や
ナ
イ
ト
ケ
ア
の
利
用
期
間
は
，
人
そ
れ
ぞ
れ
．
・
修
了
ま
で
半
年
か
ら
1年
ぐ
ら
い
．
・
作
業
所
の
工
賃
が
安
い
こ
と
，
こ
れ
は
異
常
だ
と
思
う
．
・
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
に
は
偏
見
が
あ
る
，
よ
い
，
悪
い
は
別
と
し
て
．
回
復
の
初
期
は
ア
ル
中
っ
て
い
っ
て
い
た
．
僕
は
人
が
(ア
ル
中
を
)使
う
と
偏
見
だ
と
い
っ
て
怒
る
が
，
そ
れ
は
違
う
ア
ル
コ
ホ
ー
リ
ッ
ク
だ
と
い
う
．
・
全
員
す
ぐ
入
寮
さ
せ
る
わ
け
に
は
い
か
ず
，
通
所
で
何
度
も
何
年
か
出
入
り
し
な
が
ら
10
年
ぐ
ら
い
何
と
か
生
き
延
び
て
も
ら
う
感
じ
．
と
に
か
く
35
歳
を
超
え
て
生
き
て
て
欲
し
い
．
・
お
酒
を
や
め
る
と
女
の
人
は
ま
ず
男
の
人
に
依
存
し
て
し
ま
う
．
こ
こ
は
男
性
と
1年
間
は
会
わ
な
い
と
い
う
条
件
つ
き
で
入
り
ま
す
が
，
結
局
会
う
子
は
会
っ
て
し
ま
う
．
福
祉
と
も
相
談
し
て
男
と
別
れ
な
け
れ
ば
う
ち
は
切
り
ま
す
．
別
の
マ
ッ
ク
に
行
っ
た
ら
本
人
は
行
か
な
い
し
，
結
局
，
殺
さ
れ
ち
ゃ
い
ま
し
た
．
・
就
労
す
る
と
い
う
方
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
．
・
就
労
し
た
の
は
，
こ
こ
3年
間
で
も
1人
位
．
出
て
か
ら
何
年
か
掛
け
て
パ
ー
ト
に
就
い
て
仕
事
を
す
る
と
い
う
方
が
い
な
い
わ
け
で
は
な
い
．
・
自
宅
に
戻
っ
た
方
の
最
近
の
断
酒
率
は
，
本
当
に
高
い
．
た
だ
，
就
労
し
た
り
と
か
っ
て
い
う
の
は
少
な
い
で
す
け
れ
ど
も
．
・
ア
ル
コ
ー
ル
プ
ラ
ス
何
ら
か
の
合
併
症
を
も
つ
人
を
受
け
る
の
が
，
今
は
本
当
に
常
態
化
し
て
い
る
．
そ
う
い
う
変
化
が
起
こ
っ
た
．
・
女
性
は
み
ん
な
自
殺
未
遂
し
た
り
と
か
ボ
ー
ダ
ー
ラ
イ
ン
の
状
態
が
多
く
て
対
応
が
大
変
．
・
昔
は
ア
ル
コ
ー
ル
だ
け
，
薬
物
だ
け
っ
て
い
う
の
が
多
か
っ
た
け
ど
，
今
い
ろ
い
ろ
な
合
併
症
が
あ
る
．
ア
ル
コ
ー
ル
，
薬
物
専
門
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
行
っ
て
る
子
な
ら
い
い
ん
で
す
け
ど
，
普
通
の
精
神
科
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
行
っ
て
る
子
は
自
分
で
抗
う
つ
剤
を
希
望
し
て
，
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
す
ぐ
う
つ
病
だ
っ
て
決
め
つ
け
て
，
薬
物
中
毒
に
な
っ
て
る
子
が
多
い
．
処
方
箋
中
毒
が
す
ご
い
で
す
．
今
そ
れ
が
一
番
問
題
に
な
っ
て
ま
す
．
・
覚
せ
い
剤
の
向
こ
う
側
の
問
題
と
し
て
暴
力
の
被
害
，
精
神
障
害
か
，
知
的
障
害
か
っ
て
い
う
3つ
が
あ
る
．
・
摂
食
の
子
は
一
緒
に
ご
飯
を
食
べ
る
の
が
難
し
い
．
家
族
の
愛
情
を
失
っ
ち
ゃ
っ
て
て
，
わ
か
る
ま
で
は
時
間
が
掛
か
る
．
・
小
さ
い
頃
の
性
虐
待
は
問
題
で
，
そ
の
人
達
は
ち
ょ
っ
と
難
し
い
．
性
暴
行
は
生
き
延
び
ら
れ
る
が
性
虐
待
は
ち
ょ
っ
と
大
変
．
・
薬
物
依
存
症
と
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
の
違
い
は
，
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
だ
と
フ
ァ
ー
ス
ト
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
得
る
が
，
薬
物
依
存
症
は
セ
カ
ン
ド
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
，
必
ず
薬
物
依
存
症
の
向
こ
う
側
に
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
と
か
問
題
が
あ
り
，
そ
こ
が
違
う
．
・
薬
物
依
存
症
は
暴
力
と
の
関
係
は
欠
か
せ
な
い
の
で
，
薬
物
依
存
に
な
る
よ
う
な
人
達
の
向
こ
う
側
に
は
暴
力
が
あ
る
．
そ
の
サ
バ
イ
バ
ル
と
し
て
薬
物
を
使
う
よ
う
に
な
る
．
困
難
事
例
や
要
支
援
者
が
増
加
し
て
お
り
，
フ
ォ
ロ
ー
が
難
し
い
合
併
症
を
も
つ
人
が
増
加
し
て
い
る
深
い
病
理
ゆ
え
の
ア
デ
ィ
ク
シ
ョ
ン
リ
ハ
ビ
リ
施
設
を
修
了
し
て
も
な
か
な
か
社
会
に
戻
れ
な
い
当
事
者
の
社
会
復
帰
や
自
立
を
妨
げ
る
も
の
施
設
か
ら
離
れ
る
と
元
に
戻
っ
て
，
死
ん
で
し
ま
う
施
設
を
修
了
し
て
も
就
労
率
は
低
い
支
援
の
内
容
・
期
間
・
問
題
は
様
々
で
，
依
存
症
者
ご
と
に
個
別
性
が
あ
る
女
性
と
男
性
で
問
題
の
見
え
や
す
さ
に
違
い
が
あ
る
退
寮
ま
で
の
期
間
は
様
々
必
要
と
す
る
人
数
に
対
し
て
リ
ハ
ビ
リ
施
設
の
数
が
少
な
い
そ
の
人
に
あ
っ
た
場
所
（
施
設
）
を
見
つ
け
て
あ
げ
た
い
が
人
や
場
所
が
な
く
仕
方
な
く
自
分
の
と
こ
ろ
で
受
け
入
れ
て
い
る
が
う
ま
く
い
か
な
い
こ
と
が
あ
る 対
象
者
に
あ
っ
た
場
や
施
設
が
な
い
支
援
が
必
要
な
人
の
数
に
対
し
て
施
設
が
少
な
い
表
1-
2.
リ
ハ
ビ
リ
施
設
を
運
営
す
る
う
え
で
の
問
題
（
カ
テ
ゴ
リ
）
（
続
き
）
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サ
ブ
カ
テ
ゴ
リ
コ
ー
ド
代
表
的
な
コ
メ
ン
ト
内
服
薬
の
変
更
を
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
く
の
は
難
し
い
・
精
神
科
の
ド
ク
タ
ー
が
，
薬
の
調
整
が
非
常
に
上
手
く
，
昔
に
比
べ
臥
床
気
味
の
方
は
す
ご
く
減
っ
た
ん
で
す
が
薬
の
変
更
は
非
常
に
多
い
．
そ
れ
は
あ
り
が
た
い
が
漏
ら
さ
ず
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
く
の
は
非
常
に
難
し
い
．
・
退
所
し
て
か
ら
も
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
ま
す
．
単
純
に
相
談
で
来
る
方
と
か
，
電
話
で
相
談
に
乗
る
っ
て
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
．
・
要
支
援
者
が
目
の
前
に
何
人
い
る
の
か
っ
て
い
う
話
に
な
る
が
，
女
性
施
設
だ
と
サ
ポ
ー
ト
対
象
は
目
の
前
に
い
な
い
人
達
っ
て
い
う
の
も
あ
る
．
入
寮
者
の
子
ど
も
も
．
・
今
ま
で
関
わ
っ
た
人
達
も
終
わ
っ
て
る
わ
け
じ
ゃ
な
い
の
で
，
目
の
前
に
い
る
人
数
と
後
ろ
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
る
人
数
を
合
わ
せ
た
ら
定
員
以
上
の
人
を
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
る
．
・
当
初
は
ダ
ル
ク
も
マ
ッ
ク
も
女
性
当
事
者
だ
け
で
運
営
す
る
ス
タ
ン
ス
だ
っ
た
が
，
女
性
だ
け
だ
と
女
性
利
用
者
が
パ
ニ
ッ
ク
を
起
こ
す
と
女
性
ス
タ
ッ
フ
も
パ
ニ
ッ
ク
を
起
こ
し
て
し
ま
う
．
集
団
精
神
病
と
い
う
状
態
に
な
り
，
自
分
ま
で
パ
ニ
ッ
ク
に
な
る
．
・
回
復
の
過
程
に
は
ス
テ
ッ
プ
の
プ
ロ
セ
ス
が
入
っ
て
い
る
．
そ
れ
が
で
き
な
い
よ
う
な
人
が
長
に
な
っ
て
は
駄
目
だ
が
，
そ
う
い
う
人
が
長
に
な
っ
て
い
る
．
病
気
だ
と
思
っ
て
い
る
．
・
回
復
者
と
し
て
リ
ハ
ビ
リ
施
設
に
関
わ
る
際
に
資
格
を
取
る
こ
と
を
迷
っ
た
．
友
達
に
1つ
く
ら
い
(資
格
を
)つ
け
ろ
と
い
わ
れ
，
勉
強
し
て
PS
W
の
資
格
を
取
っ
た
．
同
じ
依
存
症
の
立
場
で
や
る
こ
と
が
大
切
な
気
が
し
て
い
た
が
，
資
格
を
も
つ
と
当
事
者
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
失
う
も
の
が
あ
っ
た
．
・
回
復
率
が
よ
か
っ
た
の
は
回
復
者
，
リ
カ
バ
ー
ド
の
人
た
ち
が
ス
タ
ッ
フ
の
半
数
以
上
に
な
っ
た
と
き
で
，
6割
く
ら
い
の
仲
間
が
酒
を
止
め
て
い
た
．
そ
う
い
う
人
た
ち
が
減
っ
て
，
ほ
と
ん
ど
い
な
く
な
っ
た
ら
回
復
率
が
低
下
し
た
．
普
通
の
ス
タ
ッ
フ
の
方
が
多
い
と
駄
目
．
・
支
援
員
と
い
う
立
場
だ
と
，
私
は
本
人
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
そ
の
立
場
で
ア
ル
コ
ー
ル
支
援
を
ど
う
理
解
し
て
い
く
か
は
か
な
り
難
し
い
部
分
だ
っ
た
．
・
A
A
人
で
な
け
れ
ば
人
に
あ
ら
ず
，
の
よ
う
な
感
覚
の
中
で
ノ
ン
の
人
間
が
や
っ
て
い
く
の
は
大
変
な
こ
と
．
他
県
は
公
的
支
援
金
が
潤
沢
だ
が
，
自
分
の
県
は
少
な
い
・
苦
労
は
お
金
の
こ
と
1つ
で
す
よ
，
東
京
は
ね
，
20
00
万
く
ら
い
出
る
ん
で
す
よ
．
都
内
の
マ
ッ
ク
は
1施
設
に
つ
き
運
営
予
算
が
20
00
万
ず
つ
．
・
今
一
番
の
問
題
は
，
と
に
か
く
助
成
金
の
こ
と
．
・
助
成
金
は
役
所
か
ら
は
民
間
で
や
っ
て
く
だ
さ
い
っ
て
い
わ
れ
ま
す
．
そ
ん
な
お
金
な
い
で
す
か
ら
っ
て
．
・
公
的
機
関
か
ら
の
活
動
資
金
は
ち
ょ
っ
と
難
し
い
で
す
．
・
ス
タ
ッ
フ
の
労
働
に
対
す
る
対
価
が
全
く
な
い
．
・
後
任
に
今
望
ん
で
る
の
は
30
代
と
か
40
代
で
，
き
ち
っ
と
担
え
る
人
を
探
し
て
ん
だ
け
ど
，
探
す
に
し
て
も
お
金
が
な
い
か
ら
．
・
助
成
金
も
少
な
く
，
後
援
会
の
結
束
力
も
な
い
状
態
で
ス
タ
ー
ト
し
た
う
え
，
1年
間
は
助
成
金
は
な
い
か
ら
，
ま
あ
低
い
賃
金
で
や
っ
た
．
・
後
継
者
を
探
し
て
も
賃
金
が
払
え
な
い
か
ら
雇
え
な
い
．
・
最
初
は
仲
間
の
手
助
け
を
し
た
い
と
い
う
善
意
だ
け
で
や
っ
て
て
も
，
給
料
の
安
さ
と
か
出
て
く
る
．
こ
こ
の
給
料
じ
ゃ
家
族
を
養
え
な
い
．
・
最
初
1年
間
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
の
で
無
給
だ
っ
た
．
・
全
国
マ
ッ
ク
協
議
会
で
普
通
の
常
勤
の
給
料
が
だ
い
ぶ
安
い
と
わ
か
っ
た
．
・
女
性
施
設
の
利
用
者
は
若
い
．
・
平
均
年
齢
が
私
が
入
っ
た
と
き
に
は
40
代
後
半
で
し
た
け
ど
，
今
は
平
均
年
齢
は
57
歳
で
す
．
平
均
年
齢
が
高
く
な
っ
て
い
る
．
・
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
の
利
用
者
の
人
達
の
平
均
年
齢
は
45
ぐ
ら
い
．
今
は
も
う
ち
ょ
っ
と
若
く
な
っ
て
る
気
が
す
る
．
・
時
代
で
要
請
さ
れ
る
も
の
が
全
然
異
な
っ
て
き
て
い
る
．
・
時
代
の
要
請
に
応
え
，
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
が
色
々
と
変
化
し
て
い
る
．
助
成
金
確
保
が
難
し
く
ス
タ
ッ
フ
の
給
料
が
安
い
公
的
機
関
か
ら
の
助
成
金
や
活
動
支
援
の
確
保
が
難
し
い
業
務
内
容
に
対
し
て
ス
タ
ッ
フ
の
給
料
が
安
い
昔
に
比
べ
，
依
存
症
者
の
状
況
や
ニ
ー
ズ
が
変
化
し
て
い
る
昔
に
比
べ
，
利
用
者
の
高
齢
化
と
若
年
化
が
見
ら
れ
る
時
代
の
変
化
に
よ
り
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
や
施
設
へ
の
要
望
も
変
化
し
て
い
る
ス
タ
ッ
フ
が
当
事
者
，
非
当
事
者
で
あ
る
が
ゆ
え
の
困
難
と
葛
藤
な
ど
支
援
を
必
要
と
し
て
い
る
対
象
は
施
設
の
利
用
者
以
外
に
も
い
る
支
援
者
自
身
が
当
事
者
で
あ
る
こ
と
の
困
難
と
葛
藤
非
依
存
症
者
が
依
存
症
者
を
支
援
す
る
の
は
大
変
な
こ
と
表
1-
3.
リ
ハ
ビ
リ
施
設
を
運
営
す
る
う
え
で
の
問
題
（
カ
テ
ゴ
リ
）
（
続
き
）
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サ
ブ
カ
テ
ゴ
リ
コ
ー
ド
代
表
的
な
コ
メ
ン
ト
内
服
薬
の
変
更
を
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
く
の
は
難
し
い
・
精
神
科
の
ド
ク
タ
ー
が
，
薬
の
調
整
が
非
常
に
上
手
く
，
昔
に
比
べ
臥
床
気
味
の
方
は
す
ご
く
減
っ
た
ん
で
す
が
薬
の
変
更
は
非
常
に
多
い
．
そ
れ
は
あ
り
が
た
い
が
漏
ら
さ
ず
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
く
の
は
非
常
に
難
し
い
．
・
退
所
し
て
か
ら
も
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
ま
す
．
単
純
に
相
談
で
来
る
方
と
か
，
電
話
で
相
談
に
乗
る
っ
て
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
．
・
要
支
援
者
が
目
の
前
に
何
人
い
る
の
か
っ
て
い
う
話
に
な
る
が
，
女
性
施
設
だ
と
サ
ポ
ー
ト
対
象
は
目
の
前
に
い
な
い
人
達
っ
て
い
う
の
も
あ
る
．
入
寮
者
の
子
ど
も
も
．
・
今
ま
で
関
わ
っ
た
人
達
も
終
わ
っ
て
る
わ
け
じ
ゃ
な
い
の
で
，
目
の
前
に
い
る
人
数
と
後
ろ
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
る
人
数
を
合
わ
せ
た
ら
定
員
以
上
の
人
を
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
る
．
・
当
初
は
ダ
ル
ク
も
マ
ッ
ク
も
女
性
当
事
者
だ
け
で
運
営
す
る
ス
タ
ン
ス
だ
っ
た
が
，
女
性
だ
け
だ
と
女
性
利
用
者
が
パ
ニ
ッ
ク
を
起
こ
す
と
女
性
ス
タ
ッ
フ
も
パ
ニ
ッ
ク
を
起
こ
し
て
し
ま
う
．
集
団
精
神
病
と
い
う
状
態
に
な
り
，
自
分
ま
で
パ
ニ
ッ
ク
に
な
る
．
・
回
復
の
過
程
に
は
ス
テ
ッ
プ
の
プ
ロ
セ
ス
が
入
っ
て
い
る
．
そ
れ
が
で
き
な
い
よ
う
な
人
が
長
に
な
っ
て
は
駄
目
だ
が
，
そ
う
い
う
人
が
長
に
な
っ
て
い
る
．
病
気
だ
と
思
っ
て
い
る
．
・
回
復
者
と
し
て
リ
ハ
ビ
リ
施
設
に
関
わ
る
際
に
資
格
を
取
る
こ
と
を
迷
っ
た
．
友
達
に
1つ
く
ら
い
(資
格
を
)つ
け
ろ
と
い
わ
れ
，
勉
強
し
て
PS
W
の
資
格
を
取
っ
た
．
同
じ
依
存
症
の
立
場
で
や
る
こ
と
が
大
切
な
気
が
し
て
い
た
が
，
資
格
を
も
つ
と
当
事
者
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
失
う
も
の
が
あ
っ
た
．
・
回
復
率
が
よ
か
っ
た
の
は
回
復
者
，
リ
カ
バ
ー
ド
の
人
た
ち
が
ス
タ
ッ
フ
の
半
数
以
上
に
な
っ
た
と
き
で
，
6割
く
ら
い
の
仲
間
が
酒
を
止
め
て
い
た
．
そ
う
い
う
人
た
ち
が
減
っ
て
，
ほ
と
ん
ど
い
な
く
な
っ
た
ら
回
復
率
が
低
下
し
た
．
普
通
の
ス
タ
ッ
フ
の
方
が
多
い
と
駄
目
．
・
支
援
員
と
い
う
立
場
だ
と
，
私
は
本
人
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
そ
の
立
場
で
ア
ル
コ
ー
ル
支
援
を
ど
う
理
解
し
て
い
く
か
は
か
な
り
難
し
い
部
分
だ
っ
た
．
・
A
A
人
で
な
け
れ
ば
人
に
あ
ら
ず
，
の
よ
う
な
感
覚
の
中
で
ノ
ン
の
人
間
が
や
っ
て
い
く
の
は
大
変
な
こ
と
．
他
県
は
公
的
支
援
金
が
潤
沢
だ
が
，
自
分
の
県
は
少
な
い
・
苦
労
は
お
金
の
こ
と
1つ
で
す
よ
，
東
京
は
ね
，
20
00
万
く
ら
い
出
る
ん
で
す
よ
．
都
内
の
マ
ッ
ク
は
1施
設
に
つ
き
運
営
予
算
が
20
00
万
ず
つ
．
・
今
一
番
の
問
題
は
，
と
に
か
く
助
成
金
の
こ
と
．
・
助
成
金
は
役
所
か
ら
は
民
間
で
や
っ
て
く
だ
さ
い
っ
て
い
わ
れ
ま
す
．
そ
ん
な
お
金
な
い
で
す
か
ら
っ
て
．
・
公
的
機
関
か
ら
の
活
動
資
金
は
ち
ょ
っ
と
難
し
い
で
す
．
・
ス
タ
ッ
フ
の
労
働
に
対
す
る
対
価
が
全
く
な
い
．
・
後
任
に
今
望
ん
で
る
の
は
30
代
と
か
40
代
で
，
き
ち
っ
と
担
え
る
人
を
探
し
て
ん
だ
け
ど
，
探
す
に
し
て
も
お
金
が
な
い
か
ら
．
・
助
成
金
も
少
な
く
，
後
援
会
の
結
束
力
も
な
い
状
態
で
ス
タ
ー
ト
し
た
う
え
，
1年
間
は
助
成
金
は
な
い
か
ら
，
ま
あ
低
い
賃
金
で
や
っ
た
．
・
後
継
者
を
探
し
て
も
賃
金
が
払
え
な
い
か
ら
雇
え
な
い
．
・
最
初
は
仲
間
の
手
助
け
を
し
た
い
と
い
う
善
意
だ
け
で
や
っ
て
て
も
，
給
料
の
安
さ
と
か
出
て
く
る
．
こ
こ
の
給
料
じ
ゃ
家
族
を
養
え
な
い
．
・
最
初
1年
間
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
の
で
無
給
だ
っ
た
．
・
全
国
マ
ッ
ク
協
議
会
で
普
通
の
常
勤
の
給
料
が
だ
い
ぶ
安
い
と
わ
か
っ
た
．
・
女
性
施
設
の
利
用
者
は
若
い
．
・
平
均
年
齢
が
私
が
入
っ
た
と
き
に
は
40
代
後
半
で
し
た
け
ど
，
今
は
平
均
年
齢
は
57
歳
で
す
．
平
均
年
齢
が
高
く
な
っ
て
い
る
．
・
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
の
利
用
者
の
人
達
の
平
均
年
齢
は
45
ぐ
ら
い
．
今
は
も
う
ち
ょ
っ
と
若
く
な
っ
て
る
気
が
す
る
．
・
時
代
で
要
請
さ
れ
る
も
の
が
全
然
異
な
っ
て
き
て
い
る
．
・
時
代
の
要
請
に
応
え
，
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
が
色
々
と
変
化
し
て
い
る
．
助
成
金
確
保
が
難
し
く
ス
タ
ッ
フ
の
給
料
が
安
い
公
的
機
関
か
ら
の
助
成
金
や
活
動
支
援
の
確
保
が
難
し
い
業
務
内
容
に
対
し
て
ス
タ
ッ
フ
の
給
料
が
安
い
昔
に
比
べ
，
依
存
症
者
の
状
況
や
ニ
ー
ズ
が
変
化
し
て
い
る
昔
に
比
べ
，
利
用
者
の
高
齢
化
と
若
年
化
が
見
ら
れ
る
時
代
の
変
化
に
よ
り
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
や
施
設
へ
の
要
望
も
変
化
し
て
い
る
ス
タ
ッ
フ
が
当
事
者
，
非
当
事
者
で
あ
る
が
ゆ
え
の
困
難
と
葛
藤
な
ど
支
援
を
必
要
と
し
て
い
る
対
象
は
施
設
の
利
用
者
以
外
に
も
い
る
支
援
者
自
身
が
当
事
者
で
あ
る
こ
と
の
困
難
と
葛
藤
非
依
存
症
者
が
依
存
症
者
を
支
援
す
る
の
は
大
変
な
こ
と
表
1-
3.
リ
ハ
ビ
リ
施
設
を
運
営
す
る
う
え
で
の
問
題
（
カ
テ
ゴ
リ
）
（
続
き
）
サ
ブ
カ
テ
ゴ
リ
（
計
3）
コ
ー
ド
（
計
8）
代
表
的
な
コ
メ
ン
ト
・
だ
か
ら
余
計
わ
か
る
ん
で
す
よ
ね
，
自
分
が
経
験
し
て
る
か
ら
．
・
専
門
家
が
運
営
に
関
わ
る
よ
り
も
自
助
グ
ル
ー
プ
は
自
助
グ
ル
ー
プ
当
事
者
だ
け
で
．
・
マ
ッ
ク
と
か
A
A
で
，
こ
の
病
気
は
助
か
る
ん
だ
っ
て
い
う
，
回
復
で
き
る
病
気
な
ん
だ
っ
て
い
う
こ
と
を
ど
う
い
う
形
で
も
伝
え
る
の
が
や
っ
ぱ
り
，
生
き
残
っ
た
者
の
務
め
な
ん
だ
ろ
う
と
思
う
．
そ
の
た
め
に
生
か
し
て
も
ら
っ
て
い
る
よ
う
な
気
も
す
る
．
そ
の
辺
は
変
わ
ら
な
い
で
す
．
・
そ
こ
に
は
や
っ
ぱ
り
自
分
達
も
回
復
し
た
い
し
，
次
の
仲
間
を
助
け
た
い
っ
て
い
う
，
何
か
そ
う
い
う
凄
く
純
粋
な
思
い
が
あ
る
気
が
し
て
い
る
．
・
当
事
者
ス
タ
ッ
フ
っ
て
自
分
の
経
験
で
す
よ
ね
．
苦
し
ん
だ
け
ど
よ
く
な
っ
た
ん
だ
，
回
復
し
た
ん
だ
っ
て
い
う
，
そ
れ
を
伝
え
な
き
ゃ
っ
て
い
う
，
伝
え
ら
れ
る
も
の
は
自
分
の
経
験
な
ん
だ
ろ
う
な
，
っ
て
い
う
こ
と
が
，
一
番
(こ
こ
に
)残
っ
た
大
き
な
原
因
か
も
し
れ
な
い
で
す
．
・
マ
ッ
ク
で
の
仕
事
は
自
分
に
与
え
ら
れ
た
，
死
ん
で
も
お
か
し
く
な
か
っ
た
人
間
が
こ
う
や
っ
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
助
か
っ
た
わ
け
だ
か
ら
，
私
に
で
き
る
，
能
は
な
く
て
も
経
験
を
伝
え
ら
れ
た
り
す
る
の
は
マ
ッ
ク
な
ら
で
は
だ
ろ
う
な
，
そ
こ
が
一
番
大
き
か
っ
た
で
す
．
・
こ
こ
で
は
本
当
に
家
庭
的
な
こ
と
か
ら
生
活
を
取
り
戻
し
て
，
病
気
を
止
め
な
が
ら
(生
活
す
る
)っ
て
い
う
目
的
で
始
め
た
ん
で
す
．
・
リ
ハ
ビ
リ
施
設
は
家
庭
的
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
っ
て
い
う
こ
と
が
大
前
提
な
ん
で
す
．
地
域
に
リ
ハ
ビ
リ
施
設
の
必
要
を
感
じ
て
設
置
し
た
・
10
年
く
ら
い
前
，
い
ち
い
ち
遠
方
ま
で
利
用
者
を
連
れ
て
行
く
の
が
面
倒
臭
く
感
じ
て
，
も
う
ち
ょ
っ
と
近
く
に
あ
る
必
要
性
を
感
じ
た
．
病
院
か
ら
家
庭
・
社
会
の
中
間
に
あ
っ
て
，
AA
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
設
置
の
目
的
・
病
院
か
ら
A
A
に
つ
な
ぐ
中
間
で
あ
り
，
病
院
か
ら
家
庭
へ
も
ど
る
中
間
で
あ
り
，
病
院
か
ら
会
社
に
も
ど
る
中
間
で
あ
る
っ
て
い
う
，
い
ろ
ん
な
意
味
の
中
間
で
か
つ
A
A
に
つ
な
が
る
っ
て
い
う
の
が
第
一
の
目
的
で
し
ょ
う
か
．
反
対
か
な
，
A
A
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
使
う
リ
ハ
ビ
リ
施
設
を
作
っ
て
，
A
A
に
つ
な
げ
よ
う
っ
て
い
う
の
が
よ
い
か
も
．
リ
ハ
ビ
リ
施
設
の
設
置
・
運
営
に
対
す
る
地
域
・
行
政
の
反
応
が
よ
か
っ
た
・
た
ま
た
ま
私
達
は
何
も
知
ら
な
い
で
○
○
市
だ
っ
た
ん
で
す
け
ど
も
，
ア
ル
コ
ー
ル
の
施
設
が
1つ
も
な
い
っ
て
い
う
こ
と
と
ア
ル
コ
ー
ル
の
施
設
は
必
要
だ
っ
て
い
う
こ
と
を
市
で
感
じ
て
頂
い
て
た
み
た
い
で
，
割
と
す
ん
な
り
い
っ
た
．
・
仕
事
は
教
え
て
も
無
理
で
す
．
見
て
覚
え
て
い
か
な
き
ゃ
．
教
え
て
も
ら
っ
て
で
き
る
も
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
ね
．
こ
う
い
う
話
も
○
○
さ
ん
と
は
よ
く
し
ま
す
，
よ
い
相
談
相
手
で
．
・
○
○
さ
ん
の
存
在
は
大
き
か
っ
た
．
退
職
後
，
全
面
的
に
協
力
し
て
く
れ
て
，
よ
く
動
い
て
く
れ
た
．
・
近
隣
の
マ
ッ
ク
の
協
力
が
凄
く
大
き
か
っ
た
．
・
私
が
自
分
で
経
験
し
た
の
は
，
凄
い
指
導
者
が
い
て
導
い
て
く
れ
た
．
・
設
立
の
頃
ち
ょ
う
ど
必
要
性
を
感
じ
る
仲
間
が
結
構
い
た
り
し
て
．
そ
の
時
に
仲
間
内
で
建
て
て
み
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
と
い
う
感
じ
で
．
ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
○
○
マ
ッ
ク
の
○
○
さ
ん
が
退
職
さ
れ
る
前
に
相
談
に
行
っ
た
ん
で
す
よ
ね
．
そ
う
し
た
ら
，
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
，
や
っ
て
み
ま
し
ょ
う
よ
，
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
時
が
ね
，
今
か
ら
5年
ぐ
ら
い
前
で
す
ね
．
・
公
的
施
設
と
は
1ヶ
月
に
1回
と
か
，
2ヶ
月
に
1回
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
や
っ
て
る
．
で
も
や
っ
ぱ
り
役
所
の
こ
う
い
う
仕
事
に
理
解
の
あ
る
ス
タ
ッ
フ
さ
ん
が
異
動
に
な
り
，
役
所
の
担
当
者
が
不
足
し
て
い
る
．
・
基
本
的
に
地
域
の
反
対
が
す
ご
い
．
作
業
所
を
作
っ
た
と
き
も
同
様
．
初
め
は
○
○
の
家
は
そ
う
で
も
な
か
っ
た
ん
だ
け
ど
，
○
○
の
家
と
い
う
の
は
移
転
し
て
き
て
新
し
く
建
て
た
．
そ
う
し
た
ら
地
域
の
人
が
反
対
し
て
さ
．
・
地
域
住
民
は
「な
ん
で
こ
こ
に
ア
ル
中
の
施
設
を
作
る
ん
だ
」っ
て
．
で
も
ね
，
反
対
運
動
を
す
る
っ
て
素
晴
ら
し
い
と
思
う
ん
だ
よ
ね
．
無
関
心
な
の
は
10
0年
経
っ
て
も
変
わ
ら
ず
僕
は
イ
ラ
イ
ラ
，
頭
カ
リ
カ
リ
く
る
わ
け
で
す
よ
．
自
治
会
の
人
と
か
，
反
対
運
動
の
人
た
ち
が
ね
，
団
地
の
自
治
会
の
会
長
で
し
ょ
，
商
店
会
の
会
長
で
し
ょ
，
そ
う
い
う
人
た
ち
が
来
て
．
・
そ
の
う
ち
に
反
対
運
動
の
人
が
「病
気
な
ん
で
す
ね
」と
か
ね
．
初
め
は
僕
ら
は
耐
え
難
い
，
人
権
な
ん
て
な
い
よ
．
作
業
所
で
も
そ
う
で
す
よ
．
で
も
少
し
経
っ
た
ら
「〇
〇
さ
ん
鯛
焼
を
も
っ
て
き
ま
し
た
よ
，
あ
の
時
は
地
域
の
人
が
反
対
運
動
を
一
緒
に
や
ろ
う
と
い
う
か
ら
や
っ
た
け
ど
，
本
当
に
よ
い
人
だ
，
鯛
焼
食
べ
て
く
だ
さ
い
」っ
て
も
っ
て
き
た
り
．
そ
う
い
う
ふ
う
な
地
道
な
，
些
細
な
こ
と
な
ん
だ
け
ど
，
地
域
の
人
と
一
緒
に
な
っ
て
や
っ
て
い
く
．
・
マ
ッ
ク
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
か
，
そ
う
い
う
も
の
を
あ
ん
ま
り
こ
の
辺
の
人
達
が
ま
だ
知
ら
な
い
っ
て
い
う
感
じ
の
と
こ
ろ
が
あ
る
し
，
例
え
ば
市
で
抱
え
て
い
る
凄
い
困
難
な
重
複
障
害
の
ケ
ー
ス
を
リ
ハ
ビ
リ
施
設
に
送
っ
て
き
た
．
リ
ハ
ビ
リ
施
設
の
設
置
・
運
営
に
地
域
や
行
政
の
理
解
が
あ
り
，
協
力
者
が
得
ら
れ
た
，
得
ら
れ
な
か
っ
た
運
営
に
あ
た
り
，
相
談
協
力
し
合
え
る
人
や
団
体
が
あ
っ
た
リ
ハ
ビ
リ
施
設
の
設
置
・
運
営
に
対
す
る
地
域
・
行
政
の
反
応
が
悪
か
っ
た
等
の
問
題
表
2.
 リ
ハ
ビ
リ
施
設
設
置
へ
の
思
い
と
設
置
・
運
営
と
地
域
の
反
応
（
カ
テ
ゴ
リ
）
当
事
者
と
し
て
の
経
験
を
生
か
し
て
依
存
症
者
を
支
援
し
た
い
自
助
グ
ル
ー
プ
は
当
事
者
で
や
っ
た
ほ
う
が
よ
い
リ
ハ
ビ
リ
施
設
の
設
置
に
よ
り
依
存
は
回
復
で
き
る
こ
と
を
回
復
し
た
自
分
が
伝
え
た
い
依
存
症
者
の
回
復
の
た
め
に
リ
ハ
ビ
リ
施
設
の
必
要
を
感
じ
て
設
置
し
た
家
庭
的
な
施
設
の
必
要
が
あ
っ
た
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サ
ブ
カ
テ
ゴ
リ
（
計
3）
コ
ー
ド
（
計
6）
代
表
的
な
コ
メ
ン
ト
・
マ
ッ
ク
の
修
了
生
や
そ
の
親
が
マ
ッ
ク
に
対
す
る
お
礼
の
気
持
で
食
事
を
作
り
に
来
た
り
，
寄
付
を
し
て
く
れ
る
．
助
か
っ
て
い
る
．
ま
た
，
そ
の
気
持
が
嬉
し
い
．
・
利
用
者
か
ら
入
金
さ
れ
て
い
る
食
費
だ
け
で
は
季
節
を
感
じ
る
食
事
は
提
供
で
き
な
い
．
4年
前
か
ら
マ
ッ
ク
の
修
了
者
が
お
金
を
集
め
て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
．
そ
れ
が
涙
が
出
る
ほ
ど
嬉
し
い
．
・
当
初
は
傲
慢
で
鼻
も
ち
な
ら
な
い
生
意
気
だ
っ
た
子
が
こ
こ
に
来
て
変
わ
っ
た
．
今
は
仕
事
に
行
っ
て
頑
張
っ
て
い
る
．
・
最
初
は
無
反
応
だ
っ
た
人
た
ち
が
回
復
し
て
，
別
人
の
よ
う
に
な
っ
て
年
賀
状
く
れ
た
り
お
中
元
を
贈
っ
て
く
れ
る
よ
う
に
な
る
の
を
見
て
い
る
と
，
子
育
て
し
て
い
る
よ
う
な
気
分
に
な
る
．
・
修
了
者
が
社
会
に
出
て
，
マ
ッ
ク
で
学
ん
だ
こ
と
か
ら
自
分
を
振
り
返
っ
て
間
違
っ
て
い
た
と
思
っ
た
ら
謝
り
に
来
た
，
そ
の
成
長
が
自
分
に
と
っ
て
は
鼻
が
高
い
．
・
や
り
甲
斐
は
あ
る
．
相
手
が
人
だ
か
ら
，
や
り
甲
斐
は
あ
る
．
・
給
料
が
な
く
て
も
み
ん
な
が
ね
，
喜
ん
で
く
れ
れ
ば
．
・
正
直
い
っ
て
多
分
こ
の
子
た
ち
が
い
な
け
れ
ば
寝
込
ん
で
る
と
思
う
，
私
も
主
人
も
．
こ
の
子
た
ち
が
い
る
か
ら
力
を
も
ら
っ
て
い
る
．
・
子
ど
も
た
ち
も
い
う
け
ど
，
「○
○
さ
ん
は
本
当
に
死
に
そ
う
な
顔
を
し
て
て
も
，
仲
間
と
会
う
と
顔
色
が
変
わ
る
」っ
て
．
す
ご
く
よ
い
顔
に
な
っ
ち
ゃ
う
っ
て
．
だ
か
ら
本
当
に
よ
く
な
る
子
が
，
仲
間
が
よ
い
顔
し
て
い
る
時
は
す
ご
く
嬉
し
く
て
．
・
や
り
甲
斐
が
あ
る
か
ら
安
く
て
も
い
ら
れ
る
．
こ
こ
を
修
了
し
た
人
達
が
，
こ
の
マ
ッ
ク
の
後
押
し
で
後
援
会
に
出
て
く
れ
た
り
，
遊
び
に
来
て
く
れ
た
り
す
る
こ
と
が
私
の
ボ
ー
ナ
ス
で
す
．
お
金
じ
ゃ
な
い
．
・
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
だ
け
だ
と
飽
き
る
わ
け
じ
ゃ
な
い
け
ど
，
楽
し
み
も
必
要
だ
か
ら
中
華
街
や
水
族
館
に
行
っ
た
り
，
お
花
見
に
連
れ
て
っ
て
も
ら
っ
て
，
家
庭
で
体
験
す
る
こ
と
を
再
体
験
し
て
る
．
・
家
庭
で
体
験
す
る
よ
う
な
こ
と
を
再
体
験
と
い
う
こ
と
も
や
っ
て
い
る
，
そ
れ
か
ら
こ
こ
で
は
生
ま
れ
た
月
の
人
の
お
誕
生
日
会
を
や
っ
て
る
．
・
生
活
の
基
盤
は
施
設
じ
ゃ
な
い
と
提
供
で
き
な
い
と
，
私
は
自
信
を
も
っ
て
い
え
る
．
・
み
ん
な
に
は
普
通
の
日
常
が
な
い
の
で
，
日
常
を
作
る
の
を
付
き
合
っ
て
も
ら
う
人
達
の
量
(支
援
の
手
)が
多
く
な
い
と
ね
．
・
育
て
直
し
を
し
て
い
る
中
で
季
節
の
行
事
を
や
っ
て
い
た
ら
，
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
の
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
に
対
し
て
ホ
ワ
イ
ト
デ
ー
に
お
返
し
が
あ
っ
た
．
も
ら
っ
た
こ
と
に
感
謝
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
．
も
ら
う
こ
と
が
当
た
り
前
じ
ゃ
な
い
と
い
う
こ
と
を
示
す
よ
う
に
し
て
い
る
，
そ
れ
は
意
識
し
て
や
っ
て
い
る
．
・
う
ち
は
完
全
に
リ
ハ
ビ
リ
施
設
と
い
う
形
で
運
営
し
て
い
た
の
で
，
他
と
は
一
線
を
画
す
よ
う
な
施
設
だ
っ
た
．
内
容
的
に
は
更
正
施
設
に
近
い
よ
う
な
こ
と
を
や
っ
て
い
ま
し
た
．
・
大
体
2年
く
ら
い
い
る
と
，
(利
用
者
に
)2
0～
30
万
く
ら
い
残
し
て
あ
げ
ら
れ
る
ん
で
す
．
そ
う
す
る
と
ア
パ
ー
ト
を
借
り
た
時
に
冷
蔵
庫
と
か
そ
う
い
う
も
の
を
揃
え
ら
れ
る
．
こ
の
間
も
こ
こ
2，
3年
い
た
子
が
ア
パ
ー
ト
借
り
た
時
に
や
っ
ぱ
り
40
何
万
貯
ま
っ
て
い
た
．
ス
タ
ッ
フ
が
全
部
帳
面
を
つ
け
て
き
ち
っ
と
お
金
は
管
理
し
て
い
る
．
・
「や
れ
る
な
」っ
て
い
う
子
は
仕
事
に
就
け
さ
せ
て
い
る
．
・
見
守
る
と
い
う
こ
と
が
ど
れ
だ
け
大
事
か
．
そ
の
人
の
発
達
を
信
じ
て
や
る
っ
て
い
う
こ
と
で
す
よ
．
・
放
っ
て
お
け
ば
自
分
た
ち
で
や
り
ま
す
よ
，
生
き
た
い
ん
だ
か
ら
．
相
談
に
来
た
時
に
適
切
に
援
助
し
て
お
け
る
よ
う
に
し
て
お
け
ば
い
い
ん
で
す
よ
．
間
違
っ
た
援
助
を
し
な
け
れ
ば
い
い
ん
で
す
よ
．
・
一
緒
に
い
る
子
た
ち
が
仲
良
く
や
れ
な
い
の
が
一
番
大
変
．
み
ん
な
仲
良
く
平
等
に
や
っ
て
も
ら
い
た
い
．
私
は
絶
対
え
こ
ひ
い
き
は
し
な
い
．
・
い
つ
ま
で
も
施
設
に
い
て
も
希
望
が
な
か
っ
た
ら
，
そ
れ
が
依
存
に
な
っ
て
し
ま
う
．
依
存
に
な
ら
な
い
よ
う
に
働
き
か
け
て
い
る
．
・
自
分
が
振
り
回
さ
れ
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
．
・
時
間
が
か
か
っ
て
も
間
違
っ
た
り
筋
の
通
ら
な
い
こ
と
に
対
し
て
は
，
そ
の
対
応
に
折
れ
な
い
．
そ
こ
が
面
倒
臭
い
が
絶
対
に
引
か
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
．
育
て
直
し
を
通
じ
て
地
域
定
着
と
就
労
を
支
援
し
て
い
る
施
設
で
は
生
活
の
基
盤
で
あ
る
家
庭
で
の
体
験
を
再
体
験
さ
せ
て
い
る
地
域
定
着
と
就
労
を
目
指
し
て
支
援
す
る
支
援
者
と
し
て
依
存
症
者
の
回
復
を
信
じ
て
一
貫
し
た
態
度
で
関
わ
っ
て
い
る
支
援
者
と
し
て
対
象
者
の
力
を
信
じ
る
支
援
者
と
し
て
一
貫
し
た
態
度
で
接
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
表
3.
 リ
ハ
ビ
リ
施
設
で
働
く
や
り
が
い
と
支
援
の
あ
り
方
（
カ
テ
ゴ
リ
）
依
存
症
者
の
回
復
や
成
長
が
や
り
が
い
に
な
っ
て
い
る
利
用
者
や
修
了
者
の
成
長
が
嬉
し
い
人
相
手
の
仕
事
だ
か
ら
回
復
し
た
り
喜
ん
で
く
れ
る
と
や
り
が
い
が
あ
る
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コ
ー
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（
計
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が
マ
ッ
ク
に
対
す
る
お
礼
の
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で
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を
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，
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て
く
れ
る
．
助
か
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て
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る
．
ま
た
，
そ
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気
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が
嬉
し
い
．
・
利
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者
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入
金
さ
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て
い
る
食
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だ
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で
は
季
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を
感
じ
る
食
事
は
提
供
で
き
な
い
．
4年
前
か
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マ
ッ
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修
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者
が
お
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を
集
め
て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
．
そ
れ
が
涙
が
出
る
ほ
ど
嬉
し
い
．
・
当
初
は
傲
慢
で
鼻
も
ち
な
ら
な
い
生
意
気
だ
っ
た
子
が
こ
こ
に
来
て
変
わ
っ
た
．
今
は
仕
事
に
行
っ
て
頑
張
っ
て
い
る
．
・
最
初
は
無
反
応
だ
っ
た
人
た
ち
が
回
復
し
て
，
別
人
の
よ
う
に
な
っ
て
年
賀
状
く
れ
た
り
お
中
元
を
贈
っ
て
く
れ
る
よ
う
に
な
る
の
を
見
て
い
る
と
，
子
育
て
し
て
い
る
よ
う
な
気
分
に
な
る
．
・
修
了
者
が
社
会
に
出
て
，
マ
ッ
ク
で
学
ん
だ
こ
と
か
ら
自
分
を
振
り
返
っ
て
間
違
っ
て
い
た
と
思
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た
ら
謝
り
に
来
た
，
そ
の
成
長
が
自
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が
高
い
．
・
や
り
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斐
は
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る
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相
手
が
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だ
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ら
，
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り
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る
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・
給
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も
み
ん
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が
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，
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で
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・
正
直
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っ
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多
分
こ
の
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が
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な
け
れ
ば
寝
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ん
で
る
と
思
う
，
私
も
主
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も
．
こ
の
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た
ち
が
い
る
か
ら
力
を
も
ら
っ
て
い
る
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・
子
ど
も
た
ち
も
い
う
け
ど
，
「○
○
さ
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当
に
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に
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な
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を
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も
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仲
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と
会
う
と
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色
が
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て
．
す
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く
よ
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に
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．
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が
，
仲
間
が
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る
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安
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も
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．
こ
こ
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し
た
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達
が
，
こ
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マ
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の
後
押
し
で
後
援
会
に
出
て
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れ
た
り
，
遊
び
に
来
て
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れ
た
り
す
る
こ
と
が
私
の
ボ
ー
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ス
で
す
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お
金
じ
ゃ
な
い
．
・
ミ
ー
テ
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グ
だ
け
だ
と
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る
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じ
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な
い
け
ど
，
楽
し
み
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必
要
だ
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ら
中
華
街
や
水
族
館
に
行
っ
た
り
，
お
花
見
に
連
れ
て
っ
て
も
ら
っ
て
，
家
庭
で
体
験
す
る
こ
と
を
再
体
験
し
て
る
．
・
家
庭
で
体
験
す
る
よ
う
な
こ
と
を
再
体
験
と
い
う
こ
と
も
や
っ
て
い
る
，
そ
れ
か
ら
こ
こ
で
は
生
ま
れ
た
月
の
人
の
お
誕
生
日
会
を
や
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て
る
．
・
生
活
の
基
盤
は
施
設
じ
ゃ
な
い
と
提
供
で
き
な
い
と
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私
は
自
信
を
も
っ
て
い
え
る
．
・
み
ん
な
に
は
普
通
の
日
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が
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い
の
で
，
日
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を
作
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の
を
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合
っ
て
も
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達
の
量
(支
援
の
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な
い
と
ね
．
・
育
て
直
し
を
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る
中
で
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節
の
行
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や
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て
い
た
ら
，
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デ
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の
チ
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コ
レ
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に
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し
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ト
デ
ー
に
お
返
し
が
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．
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た
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す
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と
が
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る
よ
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に
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た
．
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う
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と
が
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り
前
じ
ゃ
な
い
と
い
う
こ
と
を
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に
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．
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．
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近
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を
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．
・
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と
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．
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と
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ト
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た
時
に
冷
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と
か
そ
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う
も
の
を
揃
え
ら
れ
る
．
こ
の
間
も
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こ
2，
3年
い
た
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ア
パ
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ト
借
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た
時
に
や
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ぱ
り
40
何
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ま
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い
た
．
ス
タ
ッ
フ
が
全
部
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面
を
つ
け
て
き
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っ
と
お
金
は
管
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し
て
い
る
．
・
「や
れ
る
な
」っ
て
い
う
子
は
仕
事
に
就
け
さ
せ
て
い
る
．
・
見
守
る
と
い
う
こ
と
が
ど
れ
だ
け
大
事
か
．
そ
の
人
の
発
達
を
信
じ
て
や
る
っ
て
い
う
こ
と
で
す
よ
．
・
放
っ
て
お
け
ば
自
分
た
ち
で
や
り
ま
す
よ
，
生
き
た
い
ん
だ
か
ら
．
相
談
に
来
た
時
に
適
切
に
援
助
し
て
お
け
る
よ
う
に
し
て
お
け
ば
い
い
ん
で
す
よ
．
間
違
っ
た
援
助
を
し
な
け
れ
ば
い
い
ん
で
す
よ
．
・
一
緒
に
い
る
子
た
ち
が
仲
良
く
や
れ
な
い
の
が
一
番
大
変
．
み
ん
な
仲
良
く
平
等
に
や
っ
て
も
ら
い
た
い
．
私
は
絶
対
え
こ
ひ
い
き
は
し
な
い
．
・
い
つ
ま
で
も
施
設
に
い
て
も
希
望
が
な
か
っ
た
ら
，
そ
れ
が
依
存
に
な
っ
て
し
ま
う
．
依
存
に
な
ら
な
い
よ
う
に
働
き
か
け
て
い
る
．
・
自
分
が
振
り
回
さ
れ
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
．
・
時
間
が
か
か
っ
て
も
間
違
っ
た
り
筋
の
通
ら
な
い
こ
と
に
対
し
て
は
，
そ
の
対
応
に
折
れ
な
い
．
そ
こ
が
面
倒
臭
い
が
絶
対
に
引
か
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
．
育
て
直
し
を
通
じ
て
地
域
定
着
と
就
労
を
支
援
し
て
い
る
施
設
で
は
生
活
の
基
盤
で
あ
る
家
庭
で
の
体
験
を
再
体
験
さ
せ
て
い
る
地
域
定
着
と
就
労
を
目
指
し
て
支
援
す
る
支
援
者
と
し
て
依
存
症
者
の
回
復
を
信
じ
て
一
貫
し
た
態
度
で
関
わ
っ
て
い
る
支
援
者
と
し
て
対
象
者
の
力
を
信
じ
る
支
援
者
と
し
て
一
貫
し
た
態
度
で
接
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
表
3.
 リ
ハ
ビ
リ
施
設
で
働
く
や
り
が
い
と
支
援
の
あ
り
方
（
カ
テ
ゴ
リ
）
依
存
症
者
の
回
復
や
成
長
が
や
り
が
い
に
な
っ
て
い
る
利
用
者
や
修
了
者
の
成
長
が
嬉
し
い
人
相
手
の
仕
事
だ
か
ら
回
復
し
た
り
喜
ん
で
く
れ
る
と
や
り
が
い
が
あ
る
サ
ブ
カ
テ
ゴ
リ
（
計
4）
コ
ー
ド
（
計
13
）
代
表
的
な
コ
メ
ン
ト
・
財
団
の
助
成
金
を
も
ら
っ
て
る
が
，
そ
れ
が
打
ち
切
り
に
な
る
話
が
出
て
，
こ
こ
1年
ぐ
ら
い
は
ほ
ん
と
に
も
う
ば
た
ば
た
し
て
，
責
任
者
が
都
に
交
渉
し
に
い
っ
た
り
す
る
よ
う
な
感
じ
だ
っ
た
ん
で
す
．
・
資
金
集
め
を
始
め
た
．
協
力
を
呼
び
か
け
て
，
教
会
と
か
そ
う
い
う
と
こ
ろ
で
募
金
活
動
を
し
て
い
た
．
・
運
営
費
そ
の
も
の
は
都
の
措
置
費
と
都
の
補
助
金
で
運
営
し
て
い
ま
す
．
・
以
前
関
わ
っ
て
い
た
○
○
学
院
と
か
○
○
会
と
か
の
献
金
が
あ
っ
て
，
こ
っ
ち
で
始
め
る
こ
と
に
な
っ
た
ら
結
構
み
な
さ
ん
が
献
金
を
し
て
く
れ
た
．
だ
か
ら
今
正
直
い
っ
て
献
金
だ
け
で
運
営
し
て
い
る
．
・
は
い
，
も
ち
ろ
ん
税
金
で
や
っ
て
お
り
ま
す
．
で
も
，
民
間
は
民
間
で
す
の
で
．
・
運
営
上
の
困
難
は
た
え
ず
お
金
の
問
題
で
す
．
・
女
性
の
施
設
が
増
え
る
っ
て
い
っ
て
も
，
男
性
の
施
設
を
作
る
の
は
大
変
．
お
金
が
，
資
金
繰
り
が
ね
．
・
や
っ
ぱ
り
お
金
の
面
は
，
女
性
施
設
も
同
じ
で
，
と
て
も
大
変
で
す
．
・
日
曜
日
は
35
0円
で
お
昼
だ
け
は
提
供
し
て
い
る
．
施
設
の
家
賃
が
3万
8千
円
，
1万
5千
円
が
公
共
費
，
そ
の
中
に
粉
石
け
ん
と
か
お
砂
糖
と
か
，
だ
か
ら
赤
字
で
す
．
・
運
営
で
は
資
金
繰
り
が
一
番
大
変
，
お
金
が
な
い
っ
て
い
う
と
こ
で
す
．
・
や
っ
ぱ
り
実
績
で
す
，
物
を
い
う
の
が
．
作
業
所
を
や
っ
て
る
時
も
実
績
で
す
よ
ね
．
い
く
ら
口
で
よ
い
こ
と
い
っ
た
っ
て
回
復
者
が
出
な
い
と
見
て
く
れ
な
い
で
す
よ
ね
．
回
復
実
績
の
有
無
で
行
政
の
対
応
が
違
う
．
・
ス
タ
ー
ト
し
て
1年
間
は
(助
成
金
は
)も
ら
え
な
い
か
ら
苦
し
い
．
全
然
お
金
も
ら
え
な
い
そ
の
1年
間
の
実
績
，
帳
簿
か
ら
プ
ロ
グ
ラ
ム
か
ら
全
部
の
実
績
揃
え
て
，
申
請
を
出
す
ん
で
す
よ
．
そ
し
て
こ
れ
だ
け
一
生
懸
命
や
っ
て
ん
だ
な
，
じ
ゃ
あ
支
援
し
よ
う
か
っ
て
な
っ
て
い
く
．
・
私
も
あ
と
ど
れ
く
ら
い
で
き
る
か
わ
か
ら
な
い
の
で
，
こ
の
子
た
ち
の
支
援
を
す
る
に
は
や
っ
ぱ
り
支
援
者
の
お
給
料
を
ね
．
こ
の
子
た
ち
の
生
活
が
第
一
で
す
か
ら
ね
．
・
お
金
で
す
．
金
が
な
い
か
ら
定
年
し
た
人
し
か
使
え
な
い
．
そ
れ
で
何
か
育
つ
か
．
経
済
面
以
外
に
苦
労
は
な
い
・
経
済
的
な
こ
と
以
外
に
は
苦
労
は
な
い
で
す
ね
．
・
や
め
ら
れ
る
人
達
は
家
族
の
サ
ポ
ー
ト
が
あ
っ
た
り
，
知
力
や
理
解
力
が
あ
っ
た
り
，
身
体
的
な
強
さ
が
あ
る
．
や
め
ら
れ
る
人
と
や
め
ら
れ
な
い
人
の
差
は
知
的
の
部
分
が
大
き
い
が
，
知
的
に
低
い
人
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
施
設
が
な
い
．
・
や
め
に
く
い
人
た
ち
は
帰
属
意
識
が
低
か
っ
た
り
自
分
の
帰
属
を
も
た
な
い
．
・
施
設
の
な
か
で
や
め
る
人
達
だ
け
と
し
か
つ
き
あ
わ
な
い
と
問
題
が
見
え
て
こ
な
い
．
薬
物
依
存
症
の
女
性
だ
と
み
ん
な
暴
力
の
後
遺
症
の
問
題
を
も
っ
て
い
る
人
が
多
い
の
で
，
そ
の
人
達
と
付
き
合
う
と
，
じ
ゃ
あ
男
性
は
ど
う
な
の
か
っ
て
い
う
の
と
両
方
考
え
る
．
・
ア
デ
ィ
ク
シ
ョ
ン
治
療
の
な
か
で
，
や
め
る
人
達
の
こ
と
し
か
研
究
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
の
で
，
や
め
ら
れ
な
い
70
％
の
人
達
の
理
由
は
何
か
っ
て
い
う
こ
と
は
見
て
こ
な
か
っ
た
．
こ
っ
ち
の
人
達
の
問
題
っ
て
い
う
の
を
見
な
い
と
い
け
な
い
．
・
や
め
ら
れ
な
い
人
が
70
％
い
る
．
ア
メ
リ
カ
の
A
A
で
も
や
め
て
る
人
達
は
高
学
歴
．
A
A
も
高
学
歴
の
人
達
が
長
く
や
め
ら
れ
て
る
と
い
っ
て
い
る
．
そ
の
人
達
を
中
心
に
し
て
自
助
グ
ル
ー
プ
が
運
営
さ
れ
て
い
る
と
い
う
の
は
す
ご
く
大
切
な
こ
と
な
ん
だ
け
ど
，
落
と
し
て
き
た
人
達
っ
て
い
う
の
を
ど
う
す
る
の
か
は
問
題
．
だ
か
ら
や
め
る
人
達
を
中
心
に
自
助
グ
ル
ー
プ
が
あ
っ
て
そ
こ
に
出
入
り
し
な
が
ら
，
や
め
ら
れ
な
い
人
の
サ
ポ
ー
ト
が
で
き
な
い
か
考
え
て
い
る
．
・
○
○
さ
ん
に
は
私
の
後
任
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
．
だ
か
ら
今
，
厳
し
く
指
導
し
て
い
る
．
・
後
継
者
が
い
る
の
で
す
ご
く
安
心
し
て
る
．
・
ス
タ
ッ
フ
が
成
長
し
た
な
っ
て
思
え
た
ん
で
す
．
な
ん
と
か
や
っ
て
い
け
る
な
あ
っ
て
い
う
感
じ
．
(自
分
が
辞
め
る
と
)決
め
た
途
端
，
結
局
何
と
か
な
る
ん
で
す
よ
．
女
性
が
も
つ
力
を
示
し
て
い
く
・
こ
こ
は
女
性
が
「こ
ん
な
の
や
っ
て
ま
す
よ
，
こ
う
い
う
の
作
っ
て
ま
す
」っ
て
，
自
分
達
の
力
が
あ
る
こ
と
を
い
ろ
ん
な
形
で
知
ら
せ
て
い
く
の
が
今
の
目
標
．
・
今
後
の
課
題
は
基
本
的
に
は
高
齢
者
の
人
を
ど
う
す
る
か
で
す
ね
．
・
常
に
利
用
者
層
が
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
の
で
，
そ
れ
に
即
応
し
た
支
援
体
制
を
作
る
と
い
う
こ
と
に
対
し
て
は
か
な
り
難
し
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
．
・
本
当
に
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
や
発
達
障
害
の
人
達
の
施
設
を
作
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
，
国
で
ね
．
・
も
っ
と
女
性
の
施
設
が
増
え
た
ら
よ
い
．
・
利
用
者
の
状
態
の
多
様
化
や
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
る
と
，
う
ち
で
子
ど
も
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
や
ら
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
．
・
女
性
の
た
め
の
施
設
な
の
で
，
子
ど
も
が
い
る
方
が
多
い
た
め
母
子
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
い
う
の
を
や
っ
て
い
る
．
・
施
設
に
も
全
く
や
ら
な
い
と
い
う
タ
イ
プ
と
，
本
人
に
合
わ
せ
る
っ
て
い
う
タ
イ
プ
と
2つ
や
り
方
が
あ
る
．
だ
か
ら
2つ
の
タ
イ
プ
の
施
設
が
必
要
だ
と
思
っ
て
い
る
．
・
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
復
帰
で
き
る
タ
イ
プ
の
人
と
，
社
会
性
を
1か
ら
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
タ
イ
プ
の
人
と
，
そ
の
両
方
に
対
し
て
の
治
療
が
な
い
と
駄
目
で
す
ね
．
・
女
性
は
子
ど
も
や
舅
が
い
た
り
す
る
の
で
，
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
通
え
な
い
．
で
，
他
施
設
の
人
に
甘
い
と
い
わ
れ
て
い
た
が
，
1週
間
に
1回
で
も
2回
で
も
女
性
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
だ
け
来
て
よ
い
で
す
よ
っ
て
ず
っ
と
や
っ
て
い
た
ん
で
す
よ
．
意
外
と
そ
う
い
う
子
た
ち
の
ほ
う
が
回
復
し
て
い
る
．
依
存
症
者
の
タ
イ
プ
や
ニ
ー
ズ
ご
と
の
支
援
や
体
制
対
象
者
ご
と
の
施
設
や
支
援
体
制
の
確
立
が
課
題
女
性
対
象
の
施
設
で
は
そ
の
子
ど
も
の
た
め
の
支
援
も
必
要
利
用
者
の
タ
イ
プ
や
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
支
援
が
必
要
回
復
支
援
に
お
い
て
「
回
復
で
き
な
い
人
」
を
理
解
す
る
こ
と
回
復
で
き
な
い
人
に
は
知
的
に
低
い
，
帰
属
意
識
が
低
い
と
い
う
特
徴
が
あ
る
ア
デ
ィ
ク
シ
ョ
ン
を
「
や
め
ら
れ
な
い
人
」
を
見
な
い
と
支
援
で
き
な
い
，
「
や
め
ら
れ
な
い
人
」
を
支
援
す
る
人
を
育
成
す
る
現
在
後
継
者
，
後
継
者
候
補
が
い
る
表
4.
 リ
ハ
ビ
リ
施
設
を
運
営
す
る
う
え
で
の
今
後
の
課
題
（
カ
テ
ゴ
リ
）
運
営
は
公
的
な
助
成
金
等
で
賄
っ
て
い
る
の
で
そ
れ
も
含
め
た
財
源
確
保
が
課
題
運
営
資
金
を
確
保
す
る
た
め
，
活
動
し
て
い
る
運
営
は
公
的
資
金
や
献
金
で
行
な
っ
て
い
る
運
営
上
，
資
金
繰
り
な
ど
お
金
が
問
題
公
的
な
資
金
支
援
を
得
る
に
は
回
復
者
の
実
績
が
必
要
運
営
に
か
か
る
お
金
は
今
後
の
課
題
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サ
ブ
カ
テ
ゴ
リ
（
計
3）
コ
ー
ド
（
計
6）
代
表
的
な
コ
メ
ン
ト
社
会
の
問
題
と
し
て
捉
え
て
欲
し
い
・
禁
酒
法
が
よ
い
と
は
思
わ
な
い
け
れ
ど
，
ア
ル
コ
ー
ル
問
題
は
国
の
責
任
な
ん
だ
と
い
う
く
ら
い
の
考
え
方
を
し
て
欲
し
い
．
決
し
て
よ
い
法
律
だ
と
は
思
わ
な
い
し
，
だ
か
ら
廃
案
に
な
っ
た
ん
だ
と
思
う
．
大
切
な
こ
と
は
自
分
た
ち
が
人
の
せ
い
で
は
な
く
て
，
社
会
の
問
題
だ
と
捉
え
る
，
社
会
病
理
と
し
て
捉
え
る
と
い
う
こ
と
が
大
事
だ
と
思
う
ん
で
す
．
病
気
と
し
て
捉
え
て
欲
し
い
・
僕
が
緊
急
に
や
っ
て
欲
し
い
の
は
デ
ト
ッ
ク
ス
で
す
．
解
毒
施
設
は
ア
メ
リ
カ
で
は
無
数
に
あ
り
ま
す
．
回
復
に
は
解
毒
施
設
と
仲
間
が
必
要
な
ん
で
す
．
今
は
ト
ラ
箱
な
く
な
っ
た
け
れ
ど
，
病
気
な
の
に
司
法
で
扱
う
な
ん
て
も
っ
て
の
ほ
か
で
す
．
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
医
者
が
連
携
し
て
，
病
気
と
し
て
対
応
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
よ
ね
．
看
護
師
は
問
題
を
見
る
と
き
の
視
点
が
違
う
．
そ
れ
は
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
さ
れ
て
い
る
も
の
だ
と
思
う
け
ど
，
問
題
が
あ
っ
た
ら
な
ぜ
介
入
し
な
い
の
か
と
思
う
．
そ
う
は
い
っ
て
も
，
人
っ
て
受
け
止
め
る
た
め
に
は
時
間
が
必
要
だ
ろ
う
し
，
不
自
由
さ
を
味
わ
う
時
間
も
必
要
だ
ろ
う
し
，
そ
う
い
う
と
こ
ろ
で
は
ぶ
つ
か
る
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
．
施
設
の
中
で
の
看
護
師
は
，
病
院
と
は
違
う
大
変
さ
も
あ
る
と
思
う
，
医
師
が
牽
引
し
て
い
な
い
の
で
．
病
院
で
は
あ
る
程
度
指
示
が
あ
っ
て
，
業
務
の
中
で
粛
々
と
や
っ
て
い
る
と
想
像
す
る
け
れ
ど
，
そ
う
で
は
な
い
環
境
の
な
か
で
あ
る
程
度
判
断
を
求
め
ら
れ
な
が
ら
や
る
と
い
う
部
分
も
あ
る
だ
ろ
う
．
施
設
の
場
合
は
自
分
で
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
部
分
は
病
院
よ
り
は
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
．
当
事
者
た
ち
は
明
る
さ
に
飢
え
て
い
る
．
だ
か
ら
普
通
に
し
て
い
て
く
れ
た
ら
凄
く
あ
り
が
た
い
．
普
通
で
よ
い
と
思
う
．
看
護
職
と
し
て
依
存
症
者
に
対
し
て
，
振
り
回
さ
れ
な
い
よ
う
，
に
こ
に
こ
な
ん
か
し
て
ら
れ
な
い
と
い
つ
も
疑
っ
て
る
み
た
い
な
（の
は
困
る
）．
依
存
症
者
で
も
深
い
と
こ
ろ
に
は
絶
対
家
族
に
対
す
る
思
い
が
あ
っ
た
り
，
よ
い
も
の
が
隠
さ
れ
て
い
る
か
ら
，
た
だ
に
こ
に
こ
し
て
い
て
く
れ
れ
ば
そ
れ
だ
け
で
安
心
で
き
る
．
逆
に
い
え
ば
自
立
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ん
だ
か
ら
，
自
分
で
し
な
さ
い
ぐ
ら
い
の
感
じ
で
，
だ
け
ど
そ
の
人
の
こ
と
を
い
つ
も
思
っ
て
る
こ
と
は
伝
わ
る
し
，
依
存
症
者
っ
て
見
抜
く
ん
で
す
．
だ
か
ら
，
普
通
に
接
し
て
く
れ
れ
ば
充
分
，
特
別
扱
い
し
な
い
で
．
専
門
家
だ
っ
て
病
む
．
一
生
懸
命
回
復
を
共
に
や
ろ
う
と
す
る
と
毒
が
入
っ
て
く
る
．
や
れ
ば
や
る
ほ
ど
，
家
族
と
同
じ
よ
う
に
や
っ
て
は
い
け
な
い
こ
と
を
や
る
ん
で
す
よ
．
だ
か
ら
，
も
し
看
護
が
で
き
る
と
す
れ
ば
，
何
も
や
ら
な
い
こ
と
だ
よ
．
A
A
に
行
っ
て
中
の
人
の
苦
し
み
を
聞
い
て
，
患
者
の
話
を
聞
い
て
あ
げ
る
こ
と
で
す
．
そ
れ
で
一
緒
に
や
ろ
う
と
．
自
分
も
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
使
っ
て
回
復
し
よ
う
と
．
そ
う
い
う
こ
と
で
す
．
ア
ル
コ
ー
ル
セ
ミ
ナ
ー
を
や
っ
て
も
労
働
組
合
，
弁
護
士
，
大
学
の
先
生
，
議
員
等
，
誰
も
来
な
い
．
基
本
的
に
看
護
師
は
A
A
に
行
け
ば
よ
い
．
A
A
に
行
っ
て
病
気
の
本
質
を
知
れ
ば
よ
い
．
患
者
が
先
生
で
す
，
医
者
も
看
護
師
も
先
生
で
は
な
い
で
す
．
患
者
か
ら
学
び
，
学
ん
だ
後
は
一
緒
に
や
れ
ば
い
い
ん
で
す
．
医
療
が
抱
え
込
ん
で
は
ま
ず
い
と
思
う
．
医
療
が
主
体
で
は
困
る
．
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
の
は
権
利
復
帰
だ
か
ら
，
常
に
社
会
で
社
会
参
加
し
て
一
緒
に
な
っ
て
共
有
し
て
創
造
性
が
で
き
る
こ
と
が
必
要
な
ん
だ
と
思
う
．
医
療
者
や
支
援
者
は
A
A
に
行
っ
て
，
自
助
グ
ル
ー
プ
に
行
っ
て
学
習
す
る
く
ら
い
の
こ
と
が
必
要
．
理
論
な
ん
か
本
人
か
ら
学
べ
ば
い
い
ん
で
す
，
謙
虚
に
．
苦
し
ん
で
い
る
の
は
彼
ら
だ
か
ら
問
題
解
決
方
法
も
彼
ら
が
も
っ
て
い
る
わ
け
で
．
俺
た
ち
は
も
っ
て
な
い
．
日
本
は
最
低
，
大
体
医
者
が
わ
か
ら
な
す
ぎ
だ
．
内
科
医
が
全
然
わ
か
っ
て
い
な
い
．
彼
ら
が
ち
ゃ
ん
と
ア
ル
コ
ー
ル
の
こ
と
を
学
習
し
て
，
ち
ゃ
ん
と
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
勉
強
し
て
，
ち
ゃ
ん
と
生
徒
た
ち
を
教
育
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
．
日
本
の
問
題
点
は
そ
こ
に
あ
る
と
思
う
．
国
や
社
会
へ
の
要
望
医
療
者
や
支
援
者
等
は
ア
デ
ィ
ク
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
も
っ
と
学
ぶ
べ
き
医
療
者
や
支
援
者
は
依
存
や
そ
の
リ
ハ
ビ
リ
に
つ
い
て
学
ぶ
必
要
が
あ
る
看
護
師
，
医
師
に
加
え
て
労
働
組
合
や
弁
護
士
，
議
員
な
ど
は
も
っ
と
学
ぶ
べ
き
で
あ
る
看
護
師
に
は
病
院
と
は
異
な
る
大
変
さ
が
あ
ろ
う
が
，
依
存
症
者
を
特
別
扱
い
せ
ず
普
通
に
接
し
て
欲
し
い
看
護
師
に
は
利
用
者
を
特
別
扱
い
せ
ず
に
普
通
に
接
し
て
欲
し
い
リ
ハ
ビ
リ
施
設
で
の
看
護
師
に
対
す
る
考
え
・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
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サ
ブ
カ
テ
ゴ
リ
（
計
3）
コ
ー
ド
（
計
6）
代
表
的
な
コ
メ
ン
ト
社
会
の
問
題
と
し
て
捉
え
て
欲
し
い
・
禁
酒
法
が
よ
い
と
は
思
わ
な
い
け
れ
ど
，
ア
ル
コ
ー
ル
問
題
は
国
の
責
任
な
ん
だ
と
い
う
く
ら
い
の
考
え
方
を
し
て
欲
し
い
．
決
し
て
よ
い
法
律
だ
と
は
思
わ
な
い
し
，
だ
か
ら
廃
案
に
な
っ
た
ん
だ
と
思
う
．
大
切
な
こ
と
は
自
分
た
ち
が
人
の
せ
い
で
は
な
く
て
，
社
会
の
問
題
だ
と
捉
え
る
，
社
会
病
理
と
し
て
捉
え
る
と
い
う
こ
と
が
大
事
だ
と
思
う
ん
で
す
．
病
気
と
し
て
捉
え
て
欲
し
い
・
僕
が
緊
急
に
や
っ
て
欲
し
い
の
は
デ
ト
ッ
ク
ス
で
す
．
解
毒
施
設
は
ア
メ
リ
カ
で
は
無
数
に
あ
り
ま
す
．
回
復
に
は
解
毒
施
設
と
仲
間
が
必
要
な
ん
で
す
．
今
は
ト
ラ
箱
な
く
な
っ
た
け
れ
ど
，
病
気
な
の
に
司
法
で
扱
う
な
ん
て
も
っ
て
の
ほ
か
で
す
．
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
医
者
が
連
携
し
て
，
病
気
と
し
て
対
応
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
よ
ね
．
看
護
師
は
問
題
を
見
る
と
き
の
視
点
が
違
う
．
そ
れ
は
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
さ
れ
て
い
る
も
の
だ
と
思
う
け
ど
，
問
題
が
あ
っ
た
ら
な
ぜ
介
入
し
な
い
の
か
と
思
う
．
そ
う
は
い
っ
て
も
，
人
っ
て
受
け
止
め
る
た
め
に
は
時
間
が
必
要
だ
ろ
う
し
，
不
自
由
さ
を
味
わ
う
時
間
も
必
要
だ
ろ
う
し
，
そ
う
い
う
と
こ
ろ
で
は
ぶ
つ
か
る
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
．
施
設
の
中
で
の
看
護
師
は
，
病
院
と
は
違
う
大
変
さ
も
あ
る
と
思
う
，
医
師
が
牽
引
し
て
い
な
い
の
で
．
病
院
で
は
あ
る
程
度
指
示
が
あ
っ
て
，
業
務
の
中
で
粛
々
と
や
っ
て
い
る
と
想
像
す
る
け
れ
ど
，
そ
う
で
は
な
い
環
境
の
な
か
で
あ
る
程
度
判
断
を
求
め
ら
れ
な
が
ら
や
る
と
い
う
部
分
も
あ
る
だ
ろ
う
．
施
設
の
場
合
は
自
分
で
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
部
分
は
病
院
よ
り
は
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
．
当
事
者
た
ち
は
明
る
さ
に
飢
え
て
い
る
．
だ
か
ら
普
通
に
し
て
い
て
く
れ
た
ら
凄
く
あ
り
が
た
い
．
普
通
で
よ
い
と
思
う
．
看
護
職
と
し
て
依
存
症
者
に
対
し
て
，
振
り
回
さ
れ
な
い
よ
う
，
に
こ
に
こ
な
ん
か
し
て
ら
れ
な
い
と
い
つ
も
疑
っ
て
る
み
た
い
な
（の
は
困
る
）．
依
存
症
者
で
も
深
い
と
こ
ろ
に
は
絶
対
家
族
に
対
す
る
思
い
が
あ
っ
た
り
，
よ
い
も
の
が
隠
さ
れ
て
い
る
か
ら
，
た
だ
に
こ
に
こ
し
て
い
て
く
れ
れ
ば
そ
れ
だ
け
で
安
心
で
き
る
．
逆
に
い
え
ば
自
立
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ん
だ
か
ら
，
自
分
で
し
な
さ
い
ぐ
ら
い
の
感
じ
で
，
だ
け
ど
そ
の
人
の
こ
と
を
い
つ
も
思
っ
て
る
こ
と
は
伝
わ
る
し
，
依
存
症
者
っ
て
見
抜
く
ん
で
す
．
だ
か
ら
，
普
通
に
接
し
て
く
れ
れ
ば
充
分
，
特
別
扱
い
し
な
い
で
．
専
門
家
だ
っ
て
病
む
．
一
生
懸
命
回
復
を
共
に
や
ろ
う
と
す
る
と
毒
が
入
っ
て
く
る
．
や
れ
ば
や
る
ほ
ど
，
家
族
と
同
じ
よ
う
に
や
っ
て
は
い
け
な
い
こ
と
を
や
る
ん
で
す
よ
．
だ
か
ら
，
も
し
看
護
が
で
き
る
と
す
れ
ば
，
何
も
や
ら
な
い
こ
と
だ
よ
．
A
A
に
行
っ
て
中
の
人
の
苦
し
み
を
聞
い
て
，
患
者
の
話
を
聞
い
て
あ
げ
る
こ
と
で
す
．
そ
れ
で
一
緒
に
や
ろ
う
と
．
自
分
も
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
使
っ
て
回
復
し
よ
う
と
．
そ
う
い
う
こ
と
で
す
．
ア
ル
コ
ー
ル
セ
ミ
ナ
ー
を
や
っ
て
も
労
働
組
合
，
弁
護
士
，
大
学
の
先
生
，
議
員
等
，
誰
も
来
な
い
．
基
本
的
に
看
護
師
は
A
A
に
行
け
ば
よ
い
．
A
A
に
行
っ
て
病
気
の
本
質
を
知
れ
ば
よ
い
．
患
者
が
先
生
で
す
，
医
者
も
看
護
師
も
先
生
で
は
な
い
で
す
．
患
者
か
ら
学
び
，
学
ん
だ
後
は
一
緒
に
や
れ
ば
い
い
ん
で
す
．
医
療
が
抱
え
込
ん
で
は
ま
ず
い
と
思
う
．
医
療
が
主
体
で
は
困
る
．
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
の
は
権
利
復
帰
だ
か
ら
，
常
に
社
会
で
社
会
参
加
し
て
一
緒
に
な
っ
て
共
有
し
て
創
造
性
が
で
き
る
こ
と
が
必
要
な
ん
だ
と
思
う
．
医
療
者
や
支
援
者
は
A
A
に
行
っ
て
，
自
助
グ
ル
ー
プ
に
行
っ
て
学
習
す
る
く
ら
い
の
こ
と
が
必
要
．
理
論
な
ん
か
本
人
か
ら
学
べ
ば
い
い
ん
で
す
，
謙
虚
に
．
苦
し
ん
で
い
る
の
は
彼
ら
だ
か
ら
問
題
解
決
方
法
も
彼
ら
が
も
っ
て
い
る
わ
け
で
．
俺
た
ち
は
も
っ
て
な
い
．
日
本
は
最
低
，
大
体
医
者
が
わ
か
ら
な
す
ぎ
だ
．
内
科
医
が
全
然
わ
か
っ
て
い
な
い
．
彼
ら
が
ち
ゃ
ん
と
ア
ル
コ
ー
ル
の
こ
と
を
学
習
し
て
，
ち
ゃ
ん
と
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
勉
強
し
て
，
ち
ゃ
ん
と
生
徒
た
ち
を
教
育
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
．
日
本
の
問
題
点
は
そ
こ
に
あ
る
と
思
う
．
国
や
社
会
へ
の
要
望
医
療
者
や
支
援
者
等
は
ア
デ
ィ
ク
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
も
っ
と
学
ぶ
べ
き
医
療
者
や
支
援
者
は
依
存
や
そ
の
リ
ハ
ビ
リ
に
つ
い
て
学
ぶ
必
要
が
あ
る
看
護
師
，
医
師
に
加
え
て
労
働
組
合
や
弁
護
士
，
議
員
な
ど
は
も
っ
と
学
ぶ
べ
き
で
あ
る
看
護
師
に
は
病
院
と
は
異
な
る
大
変
さ
が
あ
ろ
う
が
，
依
存
症
者
を
特
別
扱
い
せ
ず
普
通
に
接
し
て
欲
し
い
看
護
師
に
は
利
用
者
を
特
別
扱
い
せ
ず
に
普
通
に
接
し
て
欲
し
い
リ
ハ
ビ
リ
施
設
で
の
看
護
師
に
対
す
る
考
え
・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
表
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 国
お
よ
び
医
療
者
へ
の
要
望
（
カ
テ
ゴ
リ
）
へのハードルの高さ等が問題となっていることがう
かがわれた．大嶋7）は，当事者の相互援助として日
本に根づいた回復施設は，利用者の多様化と重複障
害の占める割合が増加するに伴い利用者層が大きく
変化したことを指摘している．現在運営主体のほと
んどは法人格をもち，国の障害福祉サービス事業所
として指定を受けて幅広い地域生活支援を行なって
いる一方で，利用者は外来通院を主になんとか断酒
（薬）ないし節酒（薬）継続ができる層と，他の精
神疾患や知的障害，その他の困難を抱えて回復に非
常に時間を要する層とに二極化しているという．ま
た，2016年3月に実施された「アルコール（薬物）依
存症者の地域生活支援に関する調査」（厚生労働科
学研究事業）の結果を引用して，回復施設の現状と
課題を述べている．依存症回復施設361施設の職員
を対象にした質問紙調査の結果からは，従来は当事
者によるミーティングと夜間の自助グループ参加が
主な支援内容であったのが，近年は生活支援が余暇
活動，医療機関への同行・診察同席，緊急対応（心
身の不調，利用者の再飲酒・再使用，施設内の利用
者同士のトラブル），就労支援，提出書類の記入・
提出，服薬管理・服薬指導，金銭管理，食事提供の
順に多かったという．また職員が援助困難を感じる
要因として，利用者が自分で考えようとせずに人任
せにするなど，主体性に問題があること，集中力が
低くすぐに物事を投げ出してしまうこと，暴言・暴
力・威嚇があること，酩酊・被害妄想など薬物使用
の影響で意思疎通ができないこと，言語によるコ
ミュニケーションが取りづらいこと，頭や腹が痛い
など不定愁訴が続くこと，PTSDの症状や自傷行為
が繰り返されるなど精神的に不安定であること等を
列記している7）．まさに本結果で示された＜困難事
例や多忙でスタッフが疲弊する＞こと，＜支援の内
容・期間・問題は様々で，依存症者ごとに個別性が
ある＞こと，＜困難事例や要支援者が増加しており，
フォローが難しい＞ことと一致している．背景には
依存症者の本来の特徴のみならず，発達障害や知的
障害などの重複障害の存在，すなわち利用者の重症
化・複雑化の問題があり，これらに対応できる新し
い支援法やそのための枠組みを構築して標準化する
ことが課題といえる．
樋口ら8）は，「依存症治療拠点機関設置運営事業」
の中で全国拠点機関として指定された医療機関の医
師による座談会の様子（依存症治療の拠点機関にお
ける取り組み）を紹介しているが，まず本事業の概
要として，依存症治療拠点機関が医療機関，自治体，
自助団体に助言・指導し，後者は拠点機関に相談，
事例収集を提供することを紹介している．一方で医
療機関，自治体，自助団体は依存症者やその家族に
相談支援を行う，拠点機関も本人家族に相談支援を
行うが地域住民を含めた啓発にも努める，さらに全
国拠点機関は，依存症治療拠点機関から相談と事例
収集の提供を受けて拠点機関に助言・指導，情報還
元するといった仕組みについて言及している．すな
わち自助団体は，依存症者とその家族を支援する核
となっている．そして今後の課題として医療機関の
絶対的な不足，医師をはじめ関係スタッフの不足へ
の対応（今後いかに依存症治療の世界に若い医師，
医療従事者を取り込むか），治療技法の向上，連携
の強化をあげている．これからの連携先として総合
病院や行政が重視されているが，現段階で連携先の
大黒柱である自助団体が，重症化・複雑化した利用
者への対応に追いつかない状況にあって，専門機関
がそこにいかに手を差し伸べるかが問われている．
拠点機関や精神科病院が，それを己の役割とみなし
て介入することが求められているのではないだろう
か．
橋本9）によると，英国では2002年以降，「Any	
door	is	the	right	door（薬物依存症者がどのような
支援サービスと出会ったとしても，そこから適切な
医療につながることができるという意）」というコ
ンセプトのもと，治療提供サービスの再編が行われ
たという．専門治療機関のみが対応するのではなく，
軽症者にはプライマリケアの場で一般医が対応し，
より重症な人に対しては専門的な治療の割合を増や
すというシステムである．ステージ1は一般医や保
護監察官等が，ステージ2ではオープンアクセスの
専門外来治療施設が，ステージ3では構造化された
心理社会的治療プログラムを提供できる施設が，ス
テージ4では入院や居住によるリハビリ施設が各役
割を担うという．橋本9）はこれを参照して作成した
「薬物依存症治療の提供に関する統合フレームワー
ク（岡山モデル）」を紹介しているが，そこではステー
ジ5に，民間リハビリ施設（マック・ダルク他）が
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位置づけられている．このモデルによると，頂点に
位置づけられたステージ5を支えているのが，まさ
にステージ4，3，2，1である．
一方山下10）は，薬物依存症の一部執行猶予制度
施行を迎えたところで，精神科医療機関がいかにダ
ルク等と連携しているかを報告している．山下10）が
所属する精神科病院では薬物依存症者の断薬を目的
に週に1回80分間の「ドラッグミーティング」を始
めたが，参加者の3割近くが逮捕・拘留され，アル
コール依存症の治療で経験する回復の手ごたえが得
られないまま難渋したという．院内プログラムでは，
薬物依存症者やその家族が参加できるように，毎週
のアルコール関連のミーティングや月1回の家族教
室に薬物依存症者が参加できることをスタッフ間で
申し合わせたという．そうした中，鳥取ダルクが中
国地方で初めて開設されて，以降連携をとってきた
こと，しかし課題は多く，ダルク入寮者は医療費や
小遣いを合わせ月15万円ほどの利用者負担となるが，
このうち生活保護を受給している半数の入寮者は，9
万円ほどの保護費ゆえにダルクの経費もち出しと
なっていること，刑の一部執行猶予制度に関連する
こととしては，薬物依存症に起因する精神症状をも
ちながら受刑者が刑務所を出所した時に，刑務所内
で薬物療法を受けていたにも関わらず出所後に処方
薬は渡されず，精神科病院を受診した際の紹介状も
簡単な内容に過ぎないこと，民間の更生保護施設等
は薬物問題のある者にマトリックスモデルを応用し
た認知行動療法を始めているが，実際の運用では各
現場での混乱が多く人材育成の研修会が欠かせない
こと等を指摘している．上述したように拠点機関や
専門病院との，また行政との連携が今後の重要な課
題といえよう．
2.	【リハビリ施設設置への思いと設置・運営と地域
の反応】
リハビリ施設の設置にあたっては，運営者が当事
者としてリハビリ施設の必要を感じ，経験を生かし
て依存症者を支援したいといった思いで設置してい
た．しかしその際，施設の設置・運営に地域や行政
の理解があり，協力者が得られたケースもあったが，
施設の設置・運営に対する地域・行政の反応が悪
かったケースもあったことが示された．武藤11）は
佐賀県のアルコール依存症治療の拠点機関の役割を
紹介する中で，相談室の設置や，当事者はもちろん
のこと家族支援を目的としたプログラムを導入した
経緯，関係機関との連携や調整，医療従事者や関係
機関職員，依存症当事者およびその家族を対象とし
た研修会の実施を述べ，最後，依存症当事者及びそ
の家族，地域住民などへの普及啓発に触れる中で，
依存症に対する地域住民の理解はまだ十分とはいい
難く，特に当事者家族からは，依存症対策連絡協議
会や家族教室を通したさらなる啓発活動の充実が叫
ばれていると報告している．
また増井ら12）は，回復者主導型の薬物依存症回
復施設であるダルク1施設の日常活動を1年にわたっ
て調査しているが（参加観察およびインタビュー），
その結果，ダルク利用者の身近にモデルとなるよう
な薬物乱用・依存症からの回復者がいる環境，「遊
び」の要素を取り入れた自由度の高いプログラムの
整備，回復過程に取り入れた地元社会との交流があ
り，ダルク利用者の回復に向けて有効に機能してい
たことを報告している．しかし一方で，外部機関か
らの支援・協力は少なかったという．そしてダルク
と医療や法的機関との連携構築の必要性を述べてい
る．依存症対策として，行政をはじめとする関係機
関や住民に対する啓発は必須であり，依存症に対す
る無知・偏見を解消し得る社会システムを早々に構
築していくことが今後の課題であろう．
一方で松田13）は，健康な，強い，専門的知識を
もつ人（専門職）が，病気の，弱い，専門的知識の
ない人（障がい者）を支えるというような一方的な
支援イメージを問い，そもそも専門職は当事者がい
ることが前提になっており，当事者に関わる中で初
めて専門職たりうると述べ，うつ病を抱える元教師
がダルクで，得意としていた美術の教授法を用いて
アートプログラムを実施した過程を紹介している．
誰が支援者で誰が当事者なのか必ずしも明確でない
場でなされたアートプログラムの本質を，アディク
トの集団にノンアディクト（依存症でない人・一般
市民）がたとえ不定期であろうとも少しでも多く関
わることのメリットの観点から，また「対等性」と
「相補性」の観点から，さらに「オープンダイアロー
グ」の考え方を参照して論考している．支援する・
されるの立ち位置にこだわることなく，お互い様の
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感覚で支え合えること，時空間を共有できること，
それこそがノーマライゼーションの基盤と考える．
依存症対策が目指す依存症への偏見の解消は，ノー
マライゼーションの実現を保証すると推察する．
3.	【リハビリ施設で働くやりがいと支援のあり方】
リハビリ施設のスタッフにとってのやりがいは，
依存症者の回復や成長であること，また支援のあり
方としては，家庭での体験を再体験させるなど育て
直しのように支援していること，支援者として依存
症者の回復を信じて一貫した態度で関わっているこ
とが示された．家庭の再体験をさせることや一貫し
た態度で関わるといった細やかな支援を続けるにあ
たっては，スタッフが精神的身体的にそれなりの労
力を要することは想像に難くない．それにも関わら
ず先述したカテゴリ【リハビリ施設を運営するうえ
での問題】ではスタッフの給与の低さ，複雑な支援
を必要とする困難事例の増加，回復へのハードルの
高さ等の問題があげられており，スタッフが充分な
やりがいをもって支援を展開できているのか疑問で
ある．
しかしそのような環境下にあっても，リハビリ施
設は入所者の回復に向けて尽力して成果を上げてい
る．今回対象のリハビリ施設は，3施設が女性を対象
とした支援を実施していたが，女性に特化したとこ
ろでは石川ら14）が，薬物依存症者を対象にサポー
ト活動をしているダルク女性ハウスの，障害や生き
づらさを抱えた女性への子育て支援の実態を報告し
ている．依存症からの回復とは薬物を止めることだ
けではなく地域の中で「安全に・豊かに」暮らして
いくことと位置づけて，デイケア活動や本人や家族
への相談支援に加えて，DV被害や性暴力，虐待，
近親者の自殺等を経験していることが多い母親当事
者を対象に，母子支援と母親だけのママクローズド
ミーティングを行っているという．
また奥田ら15）は，アンケート調査を実施して女
性アルコール依存症者の断酒に影響する要因と予後
について考察している．対象女性の入院平均年齢は
男性と比較して10年早く，入院比率は17％，退院後
1年の断酒率は26％であったこと，1年断酒達成群は
非達成群と比較して9歳高齢で（それだけ長く酒害
の経験をしないと断酒が難しいという解釈が可能），
家族の援助も多く，不安も少なかったと報告してい
る．さらに岩田ら16）は，女性アルコール依存症者（ア
ルコールクリニック受診者）の長期予後とその実態
を掌握するために質問紙調査を実施し，2年断酒率が
16.3％，生存率が62.5％，死亡率が6.3％であったと
報告している．男性を対象とした先行所見と比較す
ると生存率，死亡率は男性よりも予後がよかったと
いう．また生存者の飲酒状況をみると断酒安定群が
33.3％，断酒不安定群が23.1％，飲酒不安定群が
25.6％，問題飲酒群が17.9％であったこと，生活や
就労状況は，初診以降の入院歴をもたず現在専門治
療を受けていない飲酒不安定群が，いずれ問題飲酒
群に移行する可能性をもちながらも現時点では飲酒
しながら就労し，アルコール関連問題を起こさずに
生活していたことを述べている．
加えて片丸ら17）は，AAに参加する女性アルコー
ル依存症者の回復過程における困難さと，女性メン
バー同士の体験を明らかにするために半構造化面接
を行っている．質的帰納的に分析した結果，両価性
をもつ女性アルコール依存症者同士の共感は，自ら
の女性性と対峙することを可能にし，女性アルコー
ル依存症者同士が親密な関係を築く体験は，彼らの
対人関係に新しい変化をもたらすものであったこと，
妻や母親としての役割葛藤は再飲酒につながると依
存症からの回復を困難にするが，その一方で断酒へ
の動機にもつながり，女性アルコール依存症者に特
徴的な体験であったことを報告している．以上より，
両価性をもつ女性同士の共感をはじめとする性差を
考慮した支援が大切であること，特に母親役を担う
依存症女性に対する育児支援，潜在している就労し
つつもリスキーな依存症女性への介入の必要性等が
示唆されているといえよう．このように女性への支
援のみを取り上げてみても，高度で多面的な支援が
求められている．さらに男性への支援も加われば，
スタッフの精神的身体的負荷は並大抵のものではな
い．高度な支援を維持するためにはスタッフがモチ
ベーションをもち続けることが必須であり，スタッフ
がやりがいをもてる環境づくりが今後求められよう．
なお支援のあり方における課題として，上述した
とおり今現在も高度な支援が展開されている反面，
カテゴリ【リハビリ施設を運営するうえでの問題】
で示されたように，依存症者の個別性，必要とされ
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る支援の複雑性が増し，支援の新しいあり方も求め
られている．大嶋18）は，回復支援施設の役割を紹介
する中で，物質使用障害が多領域を横断して治療や
援助対象となることから，地域ネットワークが拡大
する傾向にあり，そのマネジメント機能がソーシャ
ルワークに求められていること，多様化する対象者
のニーズに対応しながら回復を促進する基本的な要
素として「住居」「仲間」「役割」「媒介者」の4つを
抽出し，それらが地域の回復支援施設でどのように
実施されているかを報告している．また石塚ら19）は，
ダルクの活動の1つとしてミュージカルの上演を紹
介している．演劇は感情の表出，意見の発表，立場
の入れ替えなど，コミュニケーション能力の向上に
積極的な意味をもつこと，五感による体験をストー
リーに仕上げ，まとまりのある経験として共有する
ことの重要性等を述べている．リハビリ施設では
様々な形態の支援やプログラムの展開が試みられて
いるが，それらは当事者経験をもつスタッフによる
経験知や工夫に依拠しており，それを保証する媒体
として住居と仲間や支援者が存在しているといえよ
う．今後の支援のあり方としては，支援やプログラ
ムの多様化と周知を促進し，依存症者の多様化にタ
イアップしていくことが必要であろう．
4.	【リハビリ施設を運営するうえでの今後の課題】
公的な助成金等を含めた財源確保や，回復支援に
おいて「回復できない人」を理解すること，後継者
の育成，依存症者のタイプやニーズごとの支援や体
制の構築が必要であることが示された．財源の確保
に関してはあえて，その必要性を強調するまでもな
い．アルコール健康障害基本法とその基本計画や推
進計画の浸透により，普及啓発活動や民間団体支援，
回復施設研修等への補助金交付も実施されるように
なった．他のギャンブル障害等の法律も整備されて
きており，法的整備が進むにつれて経済的問題も解
決していく可能性は高い．その結果，後継者育成も
より進めやすくなると推察する．回復できない人へ
の支援ということでは，前述した，疾患や問題行動
の併発や重複が，回復できない人の背景に多いこと
が考えられる．たとえば竹村20）はアルコール・薬
物依存症専門病院とその関連クリニックの受診者を
対象とした摂食障害と窃盗癖の実態を報告する中で，
両精神障害の密接な関係と，摂食障害患者の飢餓状
態に起因する「枯渇恐怖」と「溜め込みマインド」
について触れている．飢餓が招く窃盗という文脈が
理解されない限り，適切な支援には結びつきづらい．
摂食障害はもともとアルコール・薬物依存症との重
複が多いが，このようにアディクションの1つであ
る摂食障害の病理もより多様化しており，こうした
ケースに対応するスキルも，リハビリ施設のスタッ
フにとっては大きな課題になり得ると考える．
次に依存症者のタイプやニーズごとの支援や体制
であるが，基本的に様々なタイプの回復資源が数多
くあることが望ましく，それぞれの資源がテリト
リーとする部分を共有できることが必要であろう．
上述の増井ら12）は，ダルクと医療や法的機関との
連携構築の必要性，AAとマックの関係と比較した
ところでのNAとダルクの関係性の課題を述べて
いる．リハビリ施設と自助グループの関係性も大切
であり，いかに両者が己でなければできないことや，
独自性を表明して，互いに補完的に連携できるかが
重要と考える．なお小柳ら21）は，刑事施設での薬
物乱用者処遇の変遷を述べる中で，現在矯正施設に
おける覚醒剤乱用防止指導は，わが国の刑事司法制
度の中では最も大きな規模で実施されており，対象
とする乱用者数も医療機関や民間依存症リハビリ施
設のそれとは比較にならない規模であること，課題
として刑事施設，保護観察所，病院，民間依存症リ
ハビリ施設との連絡調整等があることを指摘してい
る．リハビリ施設とは別次元の場で，依存症者への
支援，教育，矯正活動がなされているのであれば，
こうした機関との情報交換，学び合いも求められて
こよう．
5．【国および医療者への要望】
医療が依存症者を抱え込んではいけないこと，依
存症者はリハビリテーションを通じて社会復帰する
権利があること，医療者や支援者が自ら自助グルー
プに行って学習する必要性等が指摘された．また，
内科医をはじめとした医療者が依存症のことを知ら
なすぎることが指摘され，看護についても，普通に
接してくれれば充分で特別扱いしないで欲しいとい
う声があった．また他の身体疾患や精神疾患とは異
なる支援をする心構えが望まれていた．支援が人に
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よる人への支援である限り，依存と自立の問題が浮
上してくるのは避けられない．支援者がいかに見返
りを求めない支援，コントロールしない支援ができ
るか，場合によっては，支援しないことを引き受け
られるかが問われているといえよう．
6．研究の限界と課題
本研究は，かつては当事者であり，かつリハビリ
施設で5年以上のキャリアをもつ運営者ないしス
タッフを対象としたため，施設運営に関する実態を
網羅的，包括的に捉えることができたと考える．た
だし対象施設及び対象者が7施設，7名であったこと，
対象地域も関東圏のみであったことから，本研究か
ら得られたリハビリ施設の運営の困難と課題を全国
レベルで一般化することは難しい．また5年以上に
至らない施設スタッフが捉える困難や課題があって
もおかしくはない．そうした意味では，同調査を全
国レベルで展開すること，対象を様々な回復過程に
あるスタッフに拡大し，可能であれば利用者をも包
含することで，より詳細にリハビリ施設の運営の困
難と課題を掌握することができると考える．
Ⅴ . 結論
依存症のリハビリ施設が抱える運営の困難と課題
を把握することを目的に，関東圏の7つの依存症リ
ハビリ施設の運営者ないしスタッフ7名を対象にイ
ンタビュー調査を実施した結果，以下のことが明ら
かになった．リハビリ施設の運営上の困難として，
運営能力やスタッフが当事者，非当事者であるがゆ
えの葛藤，経済的問題等の施設運営そのものの苦労
と，要支援者や困難事例の増加の一方でリハビリ施
設数が少なく，かつ多忙によるスタッフの疲弊の問
題，依存症者支援の困難化・複雑化とマンパワーの
問題，入所者の回復や社会復帰の難しさ等が示され
た．またリハビリ施設設置にあたっての困難として
は，地域や行政の理解があり協力者が得られるケー
スがある一方で，依存症に対する偏見から設置・運
営に対する地域・行政の反応が悪かったケースも
あったことが示された．リハビリ施設で働くやりが
いと支援のあり方としては，依存症者の回復や成長
がやりがいとなっていること，育て直しのような根
本的な心理的支援をしていること，依存症者の回復
を信じて一貫した態度で関わっていることが示され
た．一方で，困難事例の増加や求められる支援の多
様化によってスタッフが疲弊していることを鑑みる
と，やりがいを得て望まれる支援を維持することは
現状困難であることが示唆された．したがって今後
の課題としては，運営における財源確保，医療者・
支援者・地域住民等の依存症に対する偏見解消とさ
らなる学習促進，回復支援において「回復できない
人」を理解すること，後継者の育成，依存症者のタ
イプやニーズごとの支援や体制の構築が必要である
ことが示された．最後に，本研究では研究対象者，
対象地域が限定されていたため，今後は入所者を含
めて対象拡大することにより，リハビリ施設の困難
や課題をより多角的に把握でき，施設の発展に寄与
できると考える．
本研究において利益相反はない．
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